
所管課 施策内容　 事  業 理解度 評価 前回 理由 今後に向けて

                   施　　策　 1 男女が平等に育児や介護に関わる家庭環境の推進

秘書広報
課

1男女がともに性
別役割分担意識を
見直し、平等に家
事・育児・介護等
を分かち合う家庭
づくりに向けた情
報提供・啓発・広
報活動を推進す
る。

男女が平等に育児や介護に関われるような環境づくり
のための情報提供や啓発活動について、市報を通じて
周知を図った。

・アイレックだより（コラム）６月、９月、１月

Ａ Ｂ C

市報を通じて施策
目標に合致するよ
うな働きかけを行
なった。

進捗状況調査結果の見方

                   目　　標 1 あらゆる場における男女平等参画の視点に立った意識変革

                   課　　題　 1 家庭における男女平等参画

　男女平等推進プラン　進捗状況調査結果　　【目標1 -課題　1】

               【前回までの評価（自己評価）】　 A…進んでいる　　B…やや進んでいる　　C…進んでいない

               【今回の評価（自己評価）】　　　 A…十分な取組みができた　　B…ある程度の取組みができた　　C…ほとんど取り組めなかった　　Ｄ…取り組めなかった

引き続き、平等に家事・育児・介護
等を分かち合う家庭づくりに向けた
情報発信に努める。

男女共同
参画セン

ター

年３回発行の女性広報誌「Ｍｓ.スクエア」（市内約
３４，０００世帯全戸配布）を通じ男女平等社会の一
層の推進を目指して情報提供・啓発・広報活動を行っ
た。それぞれ「セクシャル・マイノリティってな
に？」「考えよう、自分の働き方　認め合おう、みん
なのライフスタイル」「知っていますか？メディアリ
テラシー」という特集を組んだ。また、「男女平等推
進条例子どもガイドブック」を市内小学５年生に配布
し、夏休みの宿題として4小5年生で「人権かるた」
の制作を行い親子で人権について考える。

Ａ A Ｂ

平成27年度に始
まった「子どもが
つくった人権かる
た」の制作を発展
させ、平成29年度
からクレアにて展
示会を始めた。

現状把握と社会情勢の変化にアンテ
ナを張り、育児・家事・介護等の男
性の参画を進めるための情報発信を
行う。

               【プランの理解度】　　　　　　　 A…プランの趣旨を理解している　　B…プランの趣旨と当事業の関連性が、よく理解できなかった

主に施策を行っている所管課

男女平等推進プランの施策内容 施策の進捗状況

評価の理由（特に評価がＣＤの場合の理由）

対象施策の今後の進め方の方針

施策内容に対して、所管課の自己評価基準

担当課のプランの主旨への理解度



所管課 施策内容　 事  業 理解度 評価 前回 理由 今後に向けて

設立の意義や時期を運営委員
会、推進委員会等で検討し論
議をすることから取り組みた
い。

事業実績なし

東京都産業労働局管轄の「家庭と仕事の両立支援推進
企業登録制度」、東京しごとセンターが行っている
「働くパパママ育休取得推奨金（育休取得・職場復帰
職場環境整備応援事業）」の周知や男女雇用機会均等
法のポイント（雇用平等ガイドブック）等を窓口等に
設置し啓発を行った。

               【プランの理解度】　　　　　　　 A…プランの趣旨を理解している　　B…プランの趣旨と当事業の関連性が、よく理解できなかった

               【前回までの評価（自己評価）】　 A…進んでいる　　B…やや進んでいる　　C…進んでいない

               【今回の評価（自己評価）】　　　 A…十分な取組みができた　　B…ある程度の取組みができた　　C…ほとんど取り組めなかった　　Ｄ…取り組めなかった

1

既存の媒体（市報・市ＨＰ）
や産業振興課担当のイベント
（ひまわりフェスティバル・
農業まつり）を活用し、女性
農業者活動支援を拡大させて
いく。

産業振興課
5農業における女
性の活動支援

Ａ Ｂ

平成30年度は、
子育てがひと段落
した女性農業者数
名がのマルシェ主
催、ジャム等加工
品販売、ハーバリ
ウム販売などの活
躍が見られ、後援
や市報、ふるさと
納税返礼品への採
用があった。

女性農業者によるマルシェ開催の広報支援や農業団体
女性部のイベント（ひまわりフェスティバル）参加に
よる活動支援を行った。

　男女平等推進プラン　進捗状況調査結果　　【目標１ -課題１】

1

Ｂ

                   施　　策　 事業者向け情報収集・啓発、相談

1事業者向けワー
ク・ライフ・バラ
ンスの推進

Ａ
厚生労働省や東京都産業労働局などの関係機関から発
信される、啓発・普及に関するチラシの配付及びポス
ターの掲示による啓発を行った。

                   目　　標 男女共同参画によるワーク・ライフ・バランスの実現

                   課　　題　 働く場における男女共同参画の推進

1

1

A

引き続き啓発活動を行うた
め、より良い周知方法や掲載
場所など状況に合わせ適宜対
応していく。また、新庁舎竣
工に向け効果的な実施方法を
検討していく。

産業振興課

多くの市民が来場
する市役所本庁舎
市民ロビーの産業
振興課情報発信
コーナーにパンフ
レット等を設置
し、周知・啓発活
動が行えた。現状
では、労働・起
業・融資・観光の
情報も同時に提供
しているので限り
あるスペースにし
か設置できない状
況にある。

男女共同参画
センター

推進委員会や運営委員会等で
検討し有効的な手段で推進し
たい。

B

（清瀬市女性活躍推進計画）

Ａ産業振興課
2職場のワーク・
ライフ・バランス
環境整備の推進

D
方法の点で検討か
ら前に進まなかっ
た。

実施なし。

産業振興課主催の商店街連絡
会等で啓発用の資料を配布す
るなど効果的な周知方法の検
討を行う。

Ｂ

雇用主や従業員で
ある市民が来場す
る市役所本庁舎市
民ロビーの産業振
興課情報発信コー
ナーにパンフレッ
ト等を設置し、周
知・啓発活動が行
えた。産業振興課
窓口にポケット労
働法や雇用平等ガ
イドブックを設置
しているが、配布
できる部数がない
状況であった。

女性活躍を目的とした公共調
達が法制化された際には、
「えるぼし」や「くるみん」
等の認定された企業を考慮し
ます。

男女共同参画
センター

A

3公共調達を通し
た女性活躍とワー
ク・ライフ・バラ
ンスの推進

4女性活躍推進協
議会等の検討

総務課

契約係は契約事務
において、女性活
躍を目的とした公
共調達を行ってい
ない。

運営委員会が年1
回となったこと
と、男女平等推進
委員会の回数も予
定より減った関係
でプラン進捗状況
調査を重点的に
行ったため。

D実施なし。



所管課 施策内容　 事  業 理解度 評価 前回 理由 今後に向けて

所管課 施策内容　 事  業 理解度 評価 前回 理由 今後に向けて

A A

①はたらき方サ
ポート相談を実施
していた時より
も、少人数のグ
ループ活動事業に
よって効果的な事
業になった。

②③女性労働協会
との連携事業が実
現した。

①についてはグループカウン
セリングと個別相談を効果的
に構成し、次年度の「しごと
相談」の再開につなげてい
く。

②③ともに女性が仕事と向き
合える機会を作り支援を継続
する。

2

　男女平等推進プラン　進捗状況調査結果　　【目標１ -課題１】

                   目　　標 1 男女共同参画によるワーク・ライフ・バランスの実現

（清瀬市女性活躍推進計画）

                   課　　題　 1 働く場における男女共同参画の推進

                   施　　策　 1 事業者向け情報収集・啓発、相談

男女共同参画
センター

男女共同参画
センター

①『パパとママが描くみらい手帳』を使った講座と相
談(二回実施、のべ14人受講）

②『知って安心働くあなたのための法律・制度』講座
（10人受講）【女性労働協会女性就業支援全国展開
事業】

③『不安を自信に　女性の再就職チャレンジ再就職』
講座（5人受講）【女性労働協会女性就業支援全国展
開事業】を開催し就労支援を行った。

               【今回の評価（自己評価）】　　　 A…十分な取組みができた　　B…ある程度の取組みができた　　C…ほとんど取り組めなかった　　Ｄ…取り組めなかった

男女共同参画
センター

A D C
方法の点で検討か
ら前に進まなかっ
た。

推進委員会や運営委員会等で
検討や女性広報誌の活用など
有効的な手段を検討し、推進
したい。

               【プランの理解度】　　　　　　　 A…プランの趣旨を理解している　　B…プランの趣旨と当事業の関連性が、よく理解できなかった

               【前回までの評価（自己評価）】　 A…進んでいる　　B…やや進んでいる　　C…進んでいない

実施なし。

                   施　　策　 2 市民向け学習・啓発、相談

産業振興課
農業委員を通じ、認定農業者認定制度及び家族経営協
定の周知を行った。

Ａ B B

認定農業者の認定
更新者14件のう
ち、女性農業者６
件が家族経営協定
を結び、共同経営
者として認定し
た。

引き続き認定農業者制度及び
家族経営協定の周知を図り、
男女共同参画の推進を行う。

6農業における男
女共同参画の推進

秘書広報課 ３労働相談の充実

【市民相談】
法律相談（相談件数266件）、人権身の上相談（相
談件数８件）、年金・労働相談（相談件数14件）等
を実施して、トータル的なサポートを行った。

Ａ B
多様なニーズに柔軟に対応で
きるよう、引き続き工夫を行
う。

　男女平等推進プラン　進捗状況調査結果　　【目標１ -課題１】

                   目　　標 1 男女共同参画によるワーク・ライフ・バランスの実現

（清瀬市女性活躍推進計画）

                   課　　題　 1 働く場における男女共同参画の推進

1ワーク・ライ
フ・バランスの意
識啓発

①働き方サポート事業として「ひきこもりママ会ｉｎ
清瀬」（1月25日、2月12日実施、各9名参加）

②「知って安心　働くあなたのための法律・制度」講
座（1月26日実施、10名受講）

③「不安を自信に　女性の再就職チャレンジ」講座
（2月1日実施、5名受講）を開催した。
館内に仕事コーナーを設置して、ハローワーク情報等
の提供を行った。

A B D

①ひきこもり女子
会を企画するひき
こもりUX会議と
協議の上、「子育
てしやすいまち清
瀬」の一側面とし
て子育てに“辛
さ”を感じるママ
向けの女子会を企
画した。少人数な
がら、遠方からの
熱心な参加者も
あった。

②③は女性労働協
会との連携事業と
して実施した。

市民対象の講座として、特に
組織の中で位置付けられにく
い非正規、未就労の女性を想
定し、就労の充実（再就職、
キャリア形成に必要なスキル
と情報提供）のニーズにあっ
た事業を設定していきたい。

2女性の就労・
キャリア形成に向
けた支援



所管課 施策内容　 事  業 理解度 評価 前回 理由 今後に向けて

               【今回の評価（自己評価）】　　　 A…十分な取組みができた　　B…ある程度の取組みができた　　C…ほとんど取り組めなかった　　Ｄ…取り組めなかった

企画課
５市民活動の支援
【再掲3-1-4-
3】

市民活動センターで市民活動ボランティア団体、活動
団体、ＮＰＯ法人のガイドブックをあらたに作成し、
市民活動情報として活用している。また、毎月発行の
ニュースの刷新を行い、フェイスブック、ＨＰと合わ
せて各団体紹介をしている。さらに市民活動を行う場
所の提供も行っている。

Ａ A Ｂ

きよせボランティア・市民活
動センターにおいて活動支援
のためのセミナー開催や情報
誌、ＨＰなど様々な媒体を活
用し情報提供をしていく。

               【前回までの評価（自己評価）】　 A…進んでいる　　B…やや進んでいる　　C…進んでいない

               【プランの理解度】　　　　　　　 A…プランの趣旨を理解している　　B…プランの趣旨と当事業の関連性が、よく理解できなかった

４市民に向けた
ワーク・ライフ・
バランスの推進

Ms.スクエア92号（4月発行）の特集「Mr.スクエア
の選択」で男性にとってのワーク・ライフ・バランス
を考え子育て、地域貢献、働き方、女性の職業におけ
るエンパワメント等にかかわるモデルとなる男性の活
動をとりあげた。

同93号（11月発行）では女性活躍推進法、政治分野
における男女共同参画推進法等をふまえ、「リーダー
にならない？なれない？～女性の可能性を拓く～」を
特集し、市内で活躍する女性、若い世代を中心にひろ
がる「女性が自信を持ち、意欲的にとりくむ」ための
情報提供を行った。

A A B

Msスクエアの表
紙もイラスト、
データを取り入
れ、共に良い反響
を得た。全国的な
流れと地域の人々
のモデル等を織り
交ぜて紹介するこ
とができた。

Msスクエアだけではなく、
有効的な広報手段を運営委員
会等で検討し、推進したい。

生涯学習
スポーツ課

生涯学習に関する講座は高齢者向け及び一般向けとし
て４月から３月まで１年間をとおして実施しており、
内容も世界遺産や歴史に関するものから脳トレやヨガ
など様々な分野にわたっている。参加者数は延べ
4000名を超え、市民の生涯学習の機会を提供してい
る。多くの講座を開催しているが、平成30年度に
あっては、男性に特化した男女共同参画に関連する内
容の講座は実施していない。

A C

平成２９年３月に
は男性の育児参加
を目的とした講座
を実施したが、そ
の後は施策目標に
特化した内容の生
涯学習講座は実施
できていないのが
現状である。

講座の企画立案
は、職員により時
代の市民ニーズに
あった内容で実施
することとなる
が、最近の傾向と
しては趣味・嗜好
の分野が多数を占
めている。当課に
あっては施策目標
を意識することは
重要であると感じ
ているところであ
るが、結果として
実現できていな
い。

今年度は、年度後半に男性向
け講座として裁縫教室を計画
している。開催の主旨（目
的）は、「自分のことを自分
でできる、充実し自立したセ
カンドライフのために、『生
きる力』としての裁縫の基本
のきを身につけてもらう。」
としている。
ワーク・ライフ・バランスの
推進に関しては、所管が２課
となっている。有効的な推進
をしていくためには、講座実
施の協議・調整をするなどの
連携が必要である。

男女共同参画
センター

                   施　　策　 2 市民向け学習・啓発、相談

　男女平等推進プラン　進捗状況調査結果　　【目標１ -課題１】

                   目　　標 1 男女共同参画によるワーク・ライフ・バランスの実現

（清瀬市女性活躍推進計画）

                   課　　題　 1 働く場における男女共同参画の推進

3



所管課 施策内容　 事  業 理解度 評価 前回 理由 今後に向けて

所管課 施策内容　 事  業 理解度 評価 前回 理由 今後に向けて

                   目　　標 男女共同参画によるワーク・ライフ・バランスの実現

（清瀬市女性活躍推進計画）

1

               【今回の評価（自己評価）】　　　 A…十分な取組みができた　　B…ある程度の取組みができた　　C…ほとんど取り組めなかった　　Ｄ…取り組めなかった

産業振興課

産業振興課

男女共同参画
センター

男女共同参画
センター

令和元年度より、小口資金融
資事業に創業融資を新設し、
起業希望者への支援策を実施
した。また、男女共同参画セ
ンターや産業労働局作成の
リーフレット配布等を行いた
い。

B

３女性の起業活動
に対する支援の充
実

条例改正により、
小口融資事業に創
業融資のメニュー
を追加する事がで
きた。

①『パパとママが描くみらい手帳』を使った講座と相
談(二回実施、のべ14人受講）

②『知って安心働くあなたのための法律・制度』講座
（10人受講）【女性労働協会女性就業支援全国展開
事業】

③『不安を自信に　女性の再就職チャレンジ再就職』
講座（5人受講）【女性労働協会女性就業支援全国展
開事業】を開催し就労支援を行った。

                   目　　標 男女共同参画によるワーク・ライフ・バランスの実現

               【プランの理解度】　　　　　　　 A…プランの趣旨を理解している　　B…プランの趣旨と当事業の関連性が、よく理解できなかった

               【前回までの評価（自己評価）】　 A…進んでいる　　B…やや進んでいる　　C…進んでいない

２働き方の支援の
充実

1

　男女平等推進プラン　進捗状況調査結果　　【目標１ -課題２】

男女共同参画
センター

                   施　　策　

産業振興課

1

2

関係機関（厚生労働省・産業労働局・ハローワーク・
東京しごとセンター）等作成のリーフレット等配布及
び清瀬・ハローワーク就職情報室の継続運営、ハロー
ワーク三鷹と協同し就職対策セミナー等を行った。

（清瀬市女性活躍推進計画）

社会福祉協議会等、他機関の
情報も得ながら、ニーズを
探って有効な形での支援を考
えて推進する。

1若者・多様な就
労形態の人々への
支援

Ａ Ｂ A

A Ｂ

C Ｃ
国、東京都、関連団体からの相談窓口等の情報を設
置・配布した。

引き続き関係機関と協力し、
効果的な周知方法など検討し
ながら推進していく。

　男女平等推進プラン　進捗状況調査結果　　【目標1 -課題２】

1女性のキャリア
支援等の推進

市内１年以上在住の市民へ小口資金融資事業の実施。
また女性を対象とした創業支援サポート事業や、都内
商店街で開業した女性リーダー応援プログラム助成事
業のパンフの配布を行った。また、男女共同参画セン
ターの女性起業支援講座の開催チラシを商工会等関係
団体への送付や本庁１階市民ロビー等に設置した。

女性が働くことに関する相談
事業のリニューアルを行い、
グループカウンセリング、個
別相談、講座事業と補完しな
がら効果的な支援につなげ
る。

A Ｂ

市内１年以上在住の市民へ小口資金融資事業の実施。
また女性を対象とした創業支援サポート事業や、都内
商店街で開業した女性リーダー応援プログラム助成事
業のパンフの配布を行った。また、男女共同参画セン
ターの女性起業支援講座の開催チラシを商工会等関係
団体への送付や本庁１階市民ロビー等に設置した。

女性起業応援事業2018「キヨセｄｅフェスタ」を行
い543人が来場した。女性起業支援講座を3回4日行
い、のべ76人が受講した。

女性の就労・起業支援

Ａ A Ｂ

条例改正により、
小口融資事業に創
業融資のメニュー
を追加する事がで
きた。

令和元年度より、小口資金融
資事業に創業融資を新設し、
起業希望者への支援策を実施
した。また、男女共同参画セ
ンターや産業労働局作成の
リーフレット配布等を行いた
い。

A A A

本年度から清瀬の
女性グループ「キ
ヨセdeプランニ
ング」への委託事
業とすることに
よって、地域の起
業家、（中間）支
援団体との連携の
形をとり、より効
果的な事業の実施
を行った。

女性起業家のインキュベー
ションを視野に入れ事業運営
の初歩から啓発活動を行い支
援を継続する。

Ａ

あらゆる人と働き方への支援（非正規、若者）

A

関係機関の協力し
継続した取り組み
を行えた。

                   課　　題　 2 女性の活躍と多様な働き方への支援

                   課　　題　 2 女性の活躍と多様な働き方への支援

情報提供のみに留
まってしまった。

4

                   施　　策　



所管課 施策内容　 事  業 理解度 評価 前回 理由 今後に向けて

               【今回の評価（自己評価）】　　　 A…十分な取組みができた　　B…ある程度の取組みができた　　C…ほとんど取り組めなかった　　Ｄ…取り組めなかった

5

                   課　　題　 女性の活躍と多様な働き方への支援

　男女平等推進プラン　進捗状況調査結果　　【目標1 -課題２】

                   目　　標 1

Ｂ

管理・監督職だけでなく、一
般職員についても研修対象者
として位置付けていきた
い。。

男女共同参画によるワーク・ライフ・バランスの実現

職員課

職員課

職員課

職員課

採用・昇進や教育・訓練・研修等において、性別によ
る取扱いの差はないが、各種委員会などでは、積極的
に女性管理監督職を登用している。
女性管理職人数4人/48人中、監督職人数33人/93
人中　（平成30年4月1日 現在嘱託・再任用管理職
も含めた数値）

例年、女性職員活
躍推進のための研
修を行っている
が、平成30年度
は実施しなかった
ため

４職場の環境づく
り

能力育成においては、性別による取扱いの差はなく均
等に研修機会を付与している。
なお、各種委員会などでは、積極的に女性管理監督職
を登用している。

A Ｂ B

例年、女性職員活
躍推進のための研
修を行っている
が、平成30年度
は実施しなかった
ため。

               【プランの理解度】　　　　　　　 A…プランの趣旨を理解している　　B…プランの趣旨と当事業の関連性が、よく理解できなかった

               【前回までの評価（自己評価）】　 A…進んでいる　　B…やや進んでいる　　C…進んでいない

2

今後も引き続き、制度趣旨を
鑑み実行していきたい。
なお、令和元年度において
は、「管理職向け女性職員活
躍推進研修」研修を行う予定
である。

（清瀬市女性活躍推進計画）

２庁内の女性職員
の職域拡大、管理
職登用における政
策・方針決定への
女性の参画推進

採用・昇進や教育・訓練・研修等において、性別によ
る取扱いの差はないが、各種委員会などでは、積極的
に女性管理監督職を登用している。
女性管理職人数4人/48人中、監督職人数33人/93
人中、女性職員年度内採用人数9人/25人中（平成
30年4月1日現在 年度内採用・退職者含む 採用者数
には、教育公務御含めず）

A A A

平成30年度は、
前年度と比較して
管理監督職に占め
る女性の割合は横
ばい傾向であっ
た。
女性管理職におい
ては、特定事業主
行動計画において
平成31年度末に
おける女性管理職
の割合を15％と
定めていることか
ら、女性が管理監
督職への昇任意欲
醸成のための研
修・啓発活動を今
後も行っていく必
要があると考える
が、管理職・監督
職の職員登用につ
いては、性別を問
わず有能な人材を
登用していく。な
お、雇用機会均等
法の観点から、職
員採用時に男女の
別は問うていな
い。

なお、令和元年度が特定事業
主行動計画前期計画の最終年
であり、女性職員が活躍しや
すい環境整備に努めていきた
い。なお、雇用機会均等法の
観点から、職員採用時に男女
の別は問うていない。今後も
その方針である。

３ハラスメント防
止に向けた啓発

平成30年7月に管理職（部長・課長等）を対象に、
ハラスメント全般を対象とした「ハラスメント研修」
を実施。ハラスメント理解を促し、指導・注意の場面
や、日頃のコミュニケーションのとり方などを学ぶ。

参加人数：27人

A

                   施　　策　 3

A

1女性職員の活躍
推進に向けた取り
組み

ハラスメント研修
は、数年間にわた
り管理職を対象に
実施してきた。組
織の中でハラスメ
ントへの理解を浸
透・定着させるた
め、平成29年度
は対象者を拡大
し、監督職を対象
に実施している。
研修の実施によ
り、ハラスメント
に対する理解が深
まっていると考え
るため。

市職員の能力育成と活躍の推進

A Ｂ B

今後も引き続き、制度趣旨を
鑑み実行していきたい。
なお、令和元年度において
は、「管理職向け女性職員活
躍推進研修」を行う予定であ
る。



所管課 施策内容　 事  業 理解度 評価 前回 理由 今後に向けて

                   施　　策　 3 市職員の能力育成と活躍の推進

　男女平等推進プラン　進捗状況調査結果　　【目標1 -課題２】

                   目　　標 1 男女共同参画によるワーク・ライフ・バランスの実現

（清瀬市女性活躍推進計画）

                   課　　題　 2 女性の活躍と多様な働き方への支援

職員課

５職員が子育てを
担いながら働くた
めの環境整備

A職員課

6

               【今回の評価（自己評価）】　　　 A…十分な取組みができた　　B…ある程度の取組みができた　　C…ほとんど取り組めなかった　　Ｄ…取り組めなかった

A A

特定事業主行動計
画において、「平
成31年度に女性
育児休業取得率
100％、男性育
児休業取得率
10％」定めてい
るが、平成30年
度は、「女性育児
休業取得率
100％、男性育
児休業取得率が
50％」と目標値
を超えており、周
知方法等に一定の
成果が出ていると
考えている。

引き続き、趣旨を伝えながら
制度周知に努めたい。なお、
令和元年度が特定事業主行動
計画前期計画の最終年であ
り、後期計画策定に向けて育
児休暇が取得しやすい環境整
備に努めていきたい。

６職員が介護を担
いながら働くため
の環境整備

「清瀬市職員の休暇・休業ハンドブック」及び「育児
のための休暇、休業等に関する職員ハンドブック（清
瀬市特定事業主行動計画）」において育児・介護休業
法等に対する制度周知を行っている。また、平成30
年度には、忌引休暇の変更、産前産後休暇申請に伴う
添付書類の簡略化など諸所の制度が変更になったた
め、再周知を行った。

A Ｂ B

平成30年度は介
護時間取得者は2
名、短期の介護休
暇取得者は4名
（正職ベース）で
あった。
周知等は行ってい
るためある程度の
取り組みは出来て
いると考えてい
る。

引き続き、趣旨を伝えながら
制度周知に努めたい。なお、
令和元年度が特定事業主行動
計画前期計画の最終年であ
り、後期計画策定に向けて職
員が介護を担いながら働くた
めの環境整備に努めていきた
い。

「清瀬市職員の休暇・休業ハンドブック」及び「育児
のための休暇、休業等に関する職員ハンドブック（清
瀬市特定事業主行動計画）」において育児・介護休業
法等に対する制度周知を行っている。また、平成30
年度には、忌引休暇の変更、産前産後休暇申請に伴う
添付書類の簡略化など諸所の制度が変更になったた
め、再周知を行った。

               【プランの理解度】　　　　　　　 A…プランの趣旨を理解している　　B…プランの趣旨と当事業の関連性が、よく理解できなかった

               【前回までの評価（自己評価）】　 A…進んでいる　　B…やや進んでいる　　C…進んでいない



所管課 施策内容　 事  業 理解度 評価 前回 理由 今後に向けて

子ども家庭支
援センター

3

（清瀬市女性活躍推進計画）

                   課　　題　 働きやすい環境づくり

                   施　　策　 1 子育てサービスの充実

A A A

                   目　　標 男女共同参画によるワーク・ライフ・バランスの実現1

１子育てに関する
相談窓口の充実

　男女平等推進プラン　進捗状況調査結果　　【目標１ -課題３】

妊娠期から１８歳
未満の子どもいる
家庭のあらゆる相
談を受け付けてお
り、内容によっ
て、児童相談所や
保健所、市役所の
関係部署に繋いで
いる。相談員の経
験年数が上がり、
あらゆる相談に対
応している。相談
員の専門性に応
じ、内部で連携し
より適切な対応に
心がけている。

A

子ども家庭支援セ
ンターは土日祝日
開設しており、平
日相談が困難な家
庭への対応を実施
している。統計で
は表せないが、学
校や保育園等に訪
問し子どもと面接
も行っている。

周知を図り、継続実施してい
く。

児童センター 事業実績なし

子ども家庭支
援センター

子どもからの悩みを相談できる場としての機能を充実
させます。

総合相談事業
10歳未満、10歳代の相談件数　　　288件

周知を図り、継続実施してい
く。

妊娠期から18才未満の子どもがいる家庭のあらゆる
相談を実施します。

総合相談事業
　相談件数　　　　　　2,279件

サービスの調整
　関係機関との連携　　792回

A B

２子どもが気軽に
相談できる窓口の
充実【再掲2-1-
1-4】

子ども家庭支
援センター

ショートステイ、ファミリー・サポート・センター事
業、養育支援ヘルパー派遣、ホームビジター派遣等、
子育てサービスの周知を図ります。

きよせ子どもショートステイ「おひさま」利用状況
　利用件数　145件　利用日数 349日　予算額
4,000千円

ファミリー・サポート・センター事業
　利用人数　3,674人　予算額15,039千円

養育支援ヘルパー派遣事業
　派遣件数　129件　派遣回数 287回　予算額
1,167千円

ホームビジター派遣事業
　利用件数　52件　訪問回数　413回　予算額
2,144千円

A B B

ショートステイは
利用件数・回数共
に安定しており、
ほぼ連日利用があ
る状態。

ファミリー・サ
ポート・センター
事業、ホームビジ
ター派遣事業も安
定した利用状況に
ある。

養育支援ヘルパー
は、子育てクーポ
ン事業の効果と、
市民への周知が図
られており利用登
録者が増加傾向に
ある。

周知を図り、継続実施してい
く。

３多様な保育ニー
ズにこたえるサー

ビスの充実

               【プランの理解度】　　　　　　　 A…プランの趣旨を理解している　　B…プランの趣旨と当事業の関連性が、よく理解できなかった

               【前回までの評価（自己評価）】　 A…進んでいる　　B…やや進んでいる　　C…進んでいない

               【今回の評価（自己評価）】　　　 A…十分な取組みができた　　B…ある程度の取組みができた　　C…ほとんど取り組めなかった　　Ｄ…取り組めなかった
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所管課 施策内容　 事  業 理解度 評価 前回 理由 今後に向けて

3 働きやすい環境づくり

                   施　　策　 1 子育てサービスの充実

子育て支援課

0歳児保育の実施：公立保育園3園及び私立認可保育
園全園

延長保育の実施：公立保育園及び私立認可保育園全園

地域型保育施設の充実：施設数　5園

A A B

市内公立保育園3
園及び私立保育園
全園にて0歳児保
育を実施してい
る。
また、保育時間の
延長については、
公立保育園及び私
立保育園（地域型
保育施設除く）全
園にて、子ども・
子育て支援法で定
められている保育
標準時間（11時
間）を上回る、
12時間以上の保
育を実施してい
る。
さらに、保育ニー
ズの高い0歳～2
歳児に対応するた
め、地域型保育施
設を5園設置して
いる。

今後も継続して事業を行って
いく。

               【前回までの評価（自己評価）】　 A…進んでいる　　B…やや進んでいる　　C…進んでいない

               【今回の評価（自己評価）】　　　 A…十分な取組みができた　　B…ある程度の取組みができた　　C…ほとんど取り組めなかった　　Ｄ…取り組めなかった

　男女平等推進プラン　進捗状況調査結果　　【目標１ -課題３】

                   目　　標

子育て支援課 ４保育園の充実 市内保育園定員数：1,465人（前年度比＋21人） A A A

待機児童対策とし
て、0歳児から5
歳児までの児童を
対象とした認可保
育園である「中里
どろんこ保育園
（定員100
人）」、0歳児か
ら2歳児までの児
童を対象とした地
域型保育所である
事業所内保育所
「なかよし保育園
（定員9人）」を
開設し、市内保育
園等の定員数を
21人拡大。

待機児童解消に向けて今後も
保育量を調整していく。

男女共同参画
センター

子育てひろば「Ｋ－net」への会場提供（年15回開
催）を行った。

主先講座のみならず、Msスクエア編集会議ほかセン
ターの委員会には必ず保育を付けて女性の能力が地域
で発揮できるための保育環境をつくった。

相談事業には委託団体の協力も得て、前日予約も可の
保育を行っている。

主催事業の保育の無い時間帯・日には週末を含めて保
育室を開放している。（当日要届け出）父親と子供を
含めて利用が次第に増えている。（予約利用241
件、延べ人数1,474名、当日利用136件、延べ人数
691名）

A B B

保育を委託してい
る団体との協力関
係は、センター独
自の市民サービス
であると認識して
いる。

保育ニーズを探り他のサービ
スも模索し、広報していく。

３多様な保育ニー
ズにこたえるサー

ビスの充実

1 男女共同参画によるワーク・ライフ・バランスの実現

（清瀬市女性活躍推進計画）

                   課　　題　

５子育てする親の
ネットワークの充
実

児童センター 事業実績なし

A

子育てグループの
育成のため、地域
活動室を無償貸出
しており、多くの
利用団体が利用し
ている。

周知を図り、継続実施してい
く。

子ども家庭支
援センター

子育て中の親のグループの育成と地域での活動支援を
進めます。

地域活動室利用状況
　大人　　　  　　　1,308人
　子ども　　 　　 　1,465人
　　計　　　　　  　2,773人
　登録サークル数　  53サークル

A B

               【プランの理解度】　　　　　　　 A…プランの趣旨を理解している　　B…プランの趣旨と当事業の関連性が、よく理解できなかった

8



所管課 施策内容　 事  業 理解度 評価 前回 理由 今後に向けて

               【前回までの評価（自己評価）】　 A…進んでいる　　B…やや進んでいる　　C…進んでいない

               【今回の評価（自己評価）】　　　 A…十分な取組みができた　　B…ある程度の取組みができた　　C…ほとんど取り組めなかった　　Ｄ…取り組めなかった

9

　男女平等推進プラン　進捗状況調査結果　　【目標1 -課題３】

児童センター

乳幼児親子対象事業   ３館とも乳幼児親子の遊びを定
期的に提供している。　　　　　　　　　　298回
5,676人
　
季節の行事（七夕、ひな祭り、節分など）29回
4,303人
　
外部企画事業（音楽会、手遊びやパネルシアター）等
で、乳幼児親子に居場所の提供をしている。15回
1,113人

A A
８親子の居場所づ

くりの充実
今後も継続

男女共同参画によるワーク・ライフ・バランスの実現

A

子育て広場事業や
園庭開放等を行っ
ている機関が集結
し、情報交換や、
子育て広場フェス
タについての話し
合いを行った。
ファミリー・サ
ポート・センター
事業調整会議、
ホームビジター派
遣事業トラスティ
会議では、委託事
業に関する実施状
況、課題等を話し
合った。

子育て広場フェスタについて
は３１年度より廃止。情報交
換は継続実施していく。他の
会議は継続実施する。

B

児童相談所と連携
し、養育家庭制度
の普及・啓発のた
め年に１回実施し
ている。30年度
は日本社会事業大
学に協力要請を行
い、土曜日に大学
の教室を借用し、
講師も大学教授に
依頼した。大変盛
況であった。

集客のため日時、場所、周知
方法、依頼講師等を配慮し、
継続実施していく。

子ども家庭支
援センター

６子育て支援団体
の連携の充実

子育て関連機関との情報交換、事業協力など連携を進
めます。

子育て広場事業等関係者連絡会　　年５回
　参加機関
　　市立保育園・私立保育園・私立幼稚園
　　ＮＰＯ法人子育てネットワーク・ピッコロ・
　　ウイズアイ・清瀬こども劇場
　　子ども家庭部子育て支援課・児童センター・
　　子ども家庭支援センター

ファミリー・サポート・センター事業調整会議　年１
２回
　参加機関
　　ＮＰＯ法人子育てネットワーク・ピッコロ、
　　子ども家庭支援センター

ホームビジター派遣事業トラスティ会議　　年２回
　参加機関
　　ＮＰＯ法人子育てネットワーク・ピッコロ、
　　主任児童委員、健康推進課、
　　子ども家庭支援センター

A B

子ども家庭支
援センター

養育協力家庭についての周知や啓発を進めます。

養育家庭体験発表会

内容　　養育家庭体験発表と日本社会事業大学教授の
講演会
参加人数　　　21人
予算額　　　　29千円

A B
７養育協力家庭の

育成と支援

                   目　　標

                   施　　策　 1 子育てサービスの充実

1

3

（清瀬市女性活躍推進計画）

                   課　　題　 働きやすい環境づくり

児童センター
以前2館(野塩・下宿)とも2時間延長し、午後7時まで
開館している。（中央は9時まで）中高生の居場所づ
くりの維持に努めた。

A A A 今後も継続
９子どもの居場所
づくりの充実

               【プランの理解度】　　　　　　　 A…プランの趣旨を理解している　　B…プランの趣旨と当事業の関連性が、よく理解できなかった



所管課 施策内容　 事  業 理解度 評価 前回 理由 今後に向けて

                   施　　策　 1 子育てサービスの充実

　男女平等推進プラン　進捗状況調査結果　　【目標1 -課題３】

                   目　　標 1 男女共同参画によるワーク・ライフ・バランスの実現

（清瀬市女性活躍推進計画）

                   課　　題　 3 働きやすい環境づくり

10障害児保育の
充実

今後も児童の状態に合わせた
保育を実施していく。

障害福祉課

清瀬市子どもの発達支援・交流センターが保育園、幼
稚園に巡回相談指導を行い、発達に遅れのある園児へ
の支援方針について助言している。

巡回回数（対象児童数）は市立保育園11回（109
人）、私立保育園25回（231人）、私立幼稚園40
回（359人）。

必要に応じてケース会議にも参加し、園職員に発達支
援の考え方を伝えるなどの地域支援を行った。

A A

保育園、幼稚園へ
の巡回相談指導に
より、園職員のス
キルアップに寄与
し、障害児保育の
充実が図られた。
また、早期解決が
必要な場合はケー
ス会議を行うこと
で、発達に遅れの
ある児童がより適
切な支援を受けら
れるように努め

今後も同様の取り組みに努め
る。

子育て支援課

障害児在籍状況

・私立保育園等　12ヶ月延べ人数　287人　（実数
25人）
・市立保育園　　12ヶ月延べ人数　255人　（実数
22人）

A B B

公立園では障がい
児の預かりに対す
る職員の加配を実
施、私立園へは運
営費補助額の加算
を行っている。
また、障がい児保
育に必要な知識の
習得を図る為、研
修への参加や施設
への訪問・見学を
行っている。

A B B

可能な範囲で子育
て支援として学童
クラブでは、就労
等の保護者へのサ
ポートを行った。

今後も保護者をサポートし、
児童の安全及び保護者の安心
に努める。

               【プランの理解度】　　　　　　　 A…プランの趣旨を理解している　　B…プランの趣旨と当事業の関連性が、よく理解できなかった

子育て支援課

11学童クラブ等
の充実

待機児童対策として芝山小第1第2学童クラブの規模
を拡大した。

平成30年度より高学年の受け入れを開始した。

障害福祉課

児童福祉法に基づいて放課後等デイサービスを支給
し、障害のある子どもに対して療育の機会を提供して
いる。

また、清瀬市地域自立支援協議会の専門部会「子ども
部会」を年3回開催し、市内にある放課後等デイサー
ビス8事業所（平成31年3月31日時点）や特別支援
学校、清瀬市子どもの発達支援・交流センターなどが
情報共有を行う場として活用した。

A A

清瀬市地域自立支
援協議会の専門部
会「子ども部会」
を活用し、放課後
等デイサービス事
業所の情報共有と
スキルアップを図
ることで障害児が
適切な療育を受け
られるように努め

今後も同様の取り組みに努め
る。引き続き、清瀬市地域自
立支援協議会の専門部会「子
ども部会」を放課後等デイ
サービス事業所の情報共有・
スキルアップの場として活用
する。

               【前回までの評価（自己評価）】　 A…進んでいる　　B…やや進んでいる　　C…進んでいない

               【今回の評価（自己評価）】　　　 A…十分な取組みができた　　B…ある程度の取組みができた　　C…ほとんど取り組めなかった　　Ｄ…取り組めなかった

10



所管課 施策内容　 事  業 理解度 評価 前回 理由 今後に向けて

　男女平等推進プラン　進捗状況調査結果　　【目標1 -課題３】

（清瀬市女性活躍推進計画）

                   課　　題　 3 働きやすい環境づくり

                   目　　標 1 男女共同参画によるワーク・ライフ・バランスの実現

C

授乳室等の整備に
ついて、松山地域
市民センター、野
塩地域市民セン
ターともに授乳室
の設置はないが、
野塩地域市民セン
ターには乳幼児の
ための施設がある
ため、そこで授乳
することができ
る。

授乳室等について、市民から
要望があった場合、野塩地域
市民センターでは乳幼児のた
めの施設（子ども家庭支援セ
ンターが運営する野塩つどい
の広場）をご案内する。

生涯学習
スポーツ課

生涯学習スポーツ課及び関連指定管理者が管理運営し
ている施設において、子育てに関する新たな施設の整
備は実施していない。なお、竹丘地域市民センターに
おけるトイレの洋式化は、一部、子育て支援と解釈す
ることもできる改修工事であると判断する。

A C

現行施設にあって
は、施設設計その
ものが古いため、
新たな施設づくり
は困難な状況であ
る。しかし、既存
施設の一部見直し
（コミュニティプ
ラザひまわりにお
ける授乳室の設
置）は過去に実施
しているところで
ある。

トイレの洋式化の
推進などにより施
策目標を意識して
はいるものの、本
件に伴う大きな改
修工事は実施でき
ていない。

公共施設再編計画が策定され
るなど、今後、公共施設は大
きな見直しが予定されてい
る。そのような中、来年度、
下宿地域市民センターの耐震
化大規模改修工事が実施され
ることとなる。今年度は、実
施設計となるが、ユニバーサ
ルデザインを導入するなど施
策目標を意識した改修工事と
するため、男女共同参画セン
ターの助言を期待している。
積極的な参入をされたい。

市民課 事業実績なし

               【プランの理解度】　　　　　　　 A…プランの趣旨を理解している　　B…プランの趣旨と当事業の関連性が、よく理解できなかった

               【前回までの評価（自己評価）】　 A…進んでいる　　B…やや進んでいる　　C…進んでいない

               【今回の評価（自己評価）】　　　 A…十分な取組みができた　　B…ある程度の取組みができた　　C…ほとんど取り組めなかった　　Ｄ…取り組めなかった

令和３年度の新庁
舎建設に向けた設
置を予定している
ため、現庁舎にお
ける新たな設備設
置は検討していな
い。また、現状と
しては、健康セン
ター内に誰でもト
イレが設置されて
いることを周知し
ている。

現庁舎設備は現状のままと
し、新庁舎建設時に向けて設
置する予定。

新庁舎建設室

新庁舎建設事業において、新庁舎の実施設計を行い下
記設備を設定した。

授乳室（調乳用給湯設備・おむつ交換台を含む）：子
育て関係窓口付近

ベビーチェア・フィッティングボード：各階男性用ト
イレ・女性用トイレ・だれでもトイレ

おむつ交換台または多目的シート：各階女性用トイ
レ・だれでもトイレ

ベビーベッド：１階待合席付近、子育て関係窓口付近

キッズコーナー：子育て関係窓口付近

A A
新庁舎建設工事において、実
施設計通りに各設備が設置さ
れるように確認をする。

12授乳室等の整
備

総務課 今年度における、事業実績はなし。 A

                   施　　策　 1 子育てサービスの充実
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所管課 施策内容　 事  業 理解度 評価 前回 理由 今後に向けて

　男女平等推進プラン　進捗状況調査結果　　【目標1 -課題３】

                   目　　標 1 男女共同参画によるワーク・ライフ・バランスの実現

（清瀬市女性活躍推進計画）

                   課　　題　 3 働きやすい環境づくり

                   施　　策　 2 ひとり親家庭支援の充実

１ひとり親の子育
て支援の充実

２安定と自立のた
めの支援活動の充
実

ひとり親家庭ホームヘルプサービスを通じ、ひとり親
家庭の子育てを支援します。

ひとり親家庭ホームヘルプサービス事業
　利用人数　　　　　　　　　　 37人
　延べ派遣回数　　　　　　　1,470回
　派遣時間数　　　　　　　5,796時間
　予算額　　　　　　　　14,400千円

               【プランの理解度】　　　　　　　 A…プランの趣旨を理解している　　B…プランの趣旨と当事業の関連性が、よく理解できなかった

               【前回までの評価（自己評価）】　 A…進んでいる　　B…やや進んでいる　　C…進んでいない

               【今回の評価（自己評価）】　　　 A…十分な取組みができた　　B…ある程度の取組みができた　　C…ほとんど取り組めなかった　　Ｄ…取り組めなかった

利用期間の延長に
より資格取得のた
めの経済的負担が
軽減された。

資源の情報収集に努め、情報
提供や周知を行う

午前７時から午後
10時まで利用可
能なヘルパー派遣
事業であり、ひと
り親家庭で介護・
看護職等、不規則
勤務の方が利用し
ている。
東京都の実施要綱
の改訂に伴い、
30年度より１時
間派遣が可能と
なった（29年度
までは２時間派遣
から）。

周知を図り、継続実施してい
くと共に、サービスの内容を
見直していく。

子育て支援課

児童手当等：延支払児童数102,486人・支払額
1,097,305,000円

児童扶養手当：延支払人数11,555人・支払額
299,584,620円

児童育成手当：延支払児童数 【育成】14,766人、
【障害】742人・支払額【育成】199,098,000
円、【障害】11,501,000円

ひとり親家庭等医療費助成：件数12,983件・金額
33,216,483円

乳幼児医療費助成：件数【補助対象分】66,919件、
【市単独事業分】3,294件・金額【補助対象分】
108,354,057円、【市単独事業分】4,607,238円

義務教育就学児医療費助成：件数54,883件、金額
110,825,158円

A B

東京都市長会を通
じて、国の医療制
度としての乳幼児
及び義務教育就学
児医療費助成制度
の創設に向けた働
きかけ、並びに乳
幼児・義務教育就
学児医療費助成制
度における都制度
による所得制限の
撤廃・補助率の引
き上げ等及びひと
り親家庭等医療費
助成制度における
助成割合の区分の
撤廃について、
「東京都予算編成
にかかる重点要望
事項」、「東京都
予算編成に対する
要望事項」によ
り、東京都へ要望
した。

市単独での制度拡充等は、現
状の財政状況からでは負担が
大きく、また、子育て支援施
策に関する地域間格差を解消
するためにも、国制度又は都
制度としての制度拡充・改善
が望ましいため、引き続き、
東京都市長会を通じて要望を
実施する。

生活福祉課

高等職業訓練促進給付金制度：利用者10名
【制度改正①准看護学校から看護学校に進学する場合
の受給期間が通算3年に延長②未婚のひとり親の所得
税控除について、寡婦控除のみなし適用】
　
自立支援教育訓練給付金制度：利用者２名

A A A

子ども家庭支
援センター

A B

12



所管課 施策内容　 事  業 理解度 評価 前回 理由 今後に向けて

　男女平等推進プラン　進捗状況調査結果　　【目標1 -課題３】

引き続き、地域包支援セン
ターが高齢者の相談窓口とし
て利用できるよう、ホーム
ページや市報等でPRをして
いく。

１安心して介護で
きる体制づくり

A

高齢支援課

「みんなのあんしん介護保険」パンフレットを作成
し、65歳以上の方が属する世帯等に送付したほか、
高齢支援課、各地域包括支援センター、市役所案内、
出張所等で配布した。
　発行　　　　平成30年7月
　作成部数　24,000部
　送付件数　14,177件

官民協働パンフレット「介護保険サービスガイド」の
作成に試験的に取り組んだ。
　発行　　　　平成30年7月
　作成部数　　2,000部

A A

                   目　　標 1 男女共同参画によるワーク・ライフ・バランスの実現

（清瀬市女性活躍推進計画）

                   課　　題　 3 働きやすい環境づくり

                   施　　策　 3 介護を支える環境整備の推進

男女共同参画
センター

Msスクエア92号（4月発行）特集「Mr.スクエアの
選択～男は「つらいよ」から「自分らしく一歩」を～
において、地域で70代から妻の介護、家事分担を
担った男性の事例をとりあげ、地域でのリーダーシッ
プを発揮しながら生活を維持する可能性を示した。

男性サポーターチームDNKATUの企画で、男性の生
き方を考える講座「最期まで住み慣れた街でくらして
いくために2018」（11月10日、12月1日開催、
のべ44名参加）で介護について考えた。

A

今後もニーズの高まる分野で
あるため、有効性のある講座
等の事業について分析・企画
したい

特に在宅で認知症を抱える家族への支援として、ゆり
の会を開催。平成30年度は12回開催。平均6名強の
参加がある。参加者が思いを吐露し、気持ちをリフ
レッシすることで、介護に対する負担軽減を図った。
平成31年2月6日には家族介護者教室を開催。地域包
括支援センターが日常の相談を受けている中で、在宅
での介護者が不安に感じている、移乗介護。救急時の
判断、対応。福祉用具の説明。35名の参加者が学ん
だ。終了後のアンケートでは、今後の希望を含め意見
を把握した。

A B A

地域包括ケア
推進課

各種情報は、直営・委託事業所の市内４地域包括支援
センターが窓口となり、相談、情報提供を行った。包
括支援センターはホームページでPRし、メール等で
の相談にも応じた。遠方の家族とは、安否確認等協力
を行い、支援につなげた。

A B B
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２地域の見守り体
制の推進及び充実

３家族介護者への
支援の推進

               【プランの理解度】　　　　　　　 A…プランの趣旨を理解している　　B…プランの趣旨と当事業の関連性が、よく理解できなかった

               【前回までの評価（自己評価）】　 A…進んでいる　　B…やや進んでいる　　C…進んでいない

               【今回の評価（自己評価）】　　　 A…十分な取組みができた　　B…ある程度の取組みができた　　C…ほとんど取り組めなかった　　Ｄ…取り組めなかった

家族介護者教室は令和元年度
も継続実施する予定。平成
30年度実施した際に把握し
た意見を元に、家族介護者が
抱える不安を解消できるよう
な講座にする。

B

3年ぶりのパンフ
レット作成で、制
度改正等を盛り込
み最新の内容とし
たほか、制度がで
きるだけ伝わるよ
う構成等を工夫し
た。

費用を抑えつつ、
更新した情報を広
く周知できるよう
「介護保険サービ
スガイド」の作成
に試験的に取り組
んだ。

介護保険制度を広く周知する
ために、「介護保険サービス
ガイド」の毎年度発行に取り
組む。

地域包括ケア
推進課

日常的な見守りを行うため、ふれあいネットワーク事
業における、ふれあい協力員27名　ふれあい協力機
関
認知症サポーター養成講座　31回開催　1,095名受
講　（累積8,453名）

A A B

日常的な地域の見
守りを行うため、
引き続きふれあい
協力員の協力を得
た。認知症を理解
し、ゆるやかな見
守りを行うため
に、認知症サポー
ター養成講座を開
催。平成30年度
は市内全小学校に
対して開催を継
続。中学校に対し
ては2校で実施が
出来た。また、認
知症の知識を高め
るために、認知症
ステップアップ講
座も開催し、見守
りに役立てた。

認知症サポーター養成講座等
で、地域で見守っていくこと
の必要性を伝えていく。

地域包括ケア
推進課



所管課 施策内容　 事  業 理解度 評価 前回 理由 今後に向けて

               【プランの理解度】　　　　　　　 A…プランの趣旨を理解している　　B…プランの趣旨と当事業の関連性が、よく理解できなかった

               【前回までの評価（自己評価）】　 A…進んでいる　　B…やや進んでいる　　C…進んでいない

               【今回の評価（自己評価）】　　　 A…十分な取組みができた　　B…ある程度の取組みができた　　C…ほとんど取り組めなかった　　Ｄ…取り組めなかった

５デートＤＶ等暴
力の防止に向けた
意識啓発

清瀬市独自で作成したリーフレットの設置。

国や東京都からの広報素材を提供している。
A B

女性広報誌Msス
クエア94号の特
集「今セクハラを
考える～明確な
YES以外はすべ
てNo～」にて、
性暴力防止のため
に、若者世代団体
からの「セクシュ
アル・コンセント
（性的同意）」な
どの情報を掲載し
た。

若者世代に直接届く情報や学
習の機会を作り得ていない。
他市区での事例なども参考
に、出前授業の広報などを通
して事業の拡大を試みる。

秘書広報課

配偶者などからの暴力やハラスメントを早期に発見
し、解決に向け素早い対応が図れるよう、市報・チラ
シなどを活用して相談事業の周知を行った。
【市報】
平成３０年９月１日号で市民相談の内容等について大
きく周知を図るとともに、　『市民ルポルタージュ』
で、行政相談員及び人権擁護委員をクローズアップし
て、周知を図った。
【チラシ】
市民相談の内容を市民目線でわかりやすく説明したチ
ラシを作成し、公共施設に設置した。

B A
あらゆるチャンネルを活用
し、引き続き今後も積極的に
周知を図っていく。

相談には回数制限等設けずに
被害者に寄り添うことが出来
るよう事業を継続する。

子ども家庭支
援センター

児童虐待や養育困難家庭への相談窓口の周知を行いま
す。

市報・市HP掲載
　
子ども家庭支援支援センターリーフレットの配布

子家センだよりの発行　年２回

子育てガイドブックの発行
　30年度　6,200部発行

A B

平成29年度よ
り、関係機関に向
けて「子家センだ
より」を年２回発
行。児童虐待の基
本的対応や要保護
児童対策地域協議
会の役割等を説明
している。
２年毎に子育てガ
イドブックを発行
し、市内の幼稚園
と保育園には在園
児数分配布してい
る。また、市役
所、つどいの広場
等に置き、子育て
家庭が手に入りや
すいよう配慮して
いる。

周知を図り、継続実施してい
く。

１相談事業の周知

                   目　　標 2 人権の尊重とあらゆる暴力の防止

                   課　　題　 1 配偶者等からの暴力やハラスメント等の防止と被害者支援

                   施　　策　 1 配偶者等による暴力の未然防止と早期発見

（清瀬市ＤＶ防止基本計画）

　男女平等推進プラン　進捗状況調査結果　　【目標２ -課題１】

男女共同参画
センター

２相談体制の充実
相談の実施（一般相談【年間137件】、法律相談
【年間48件】、ＤＶ相談【年間79件】）等を通じて
主に困難を抱えた女性に対してサポートを行う。

A B B

C

アイレックの構造
的な問題で女性相
談員が男性を防音
性の高い個室で相
談対応することに
危険性が伴うた
め。

課題を洗い出し対応を検討す
る。

男女共同参画
センター

３男性が利用でき
る相談事業の検討

一般相談の電話での対応や国や都、他自治体の実施も
視野に入れて検討を継続する。

A

男女共同参画
センター

指導課

４子どもが気楽に
相談できる窓口の
推進【再掲1-３-

1-２】

各学校に窓口の設置

東京都事業によるスクールカウンセラーの配置（全
校）

スクールソーシャルワーカーの派遣

A
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A A

養護教諭等を指定
するとともにス
クールカウンセ
ラーやスクール
ソーシャルワー
カーも相談窓口と
して機能してい
る。

現状維持で継続していく。



所管課 施策内容　 事  業 理解度 評価 前回 理由 今後に向けて

　男女平等推進プラン　進捗状況調査結果　　【目標２ -課題１】

                   目　　標 2 人権の尊重とあらゆる暴力の防止

                   課　　題　 1 配偶者等からの暴力やハラスメント等の防止と被害者支援

（清瀬市ＤＶ防止基本計画）

                   施　　策　 1 配偶者等による暴力の未然防止と早期発見

男女共同参画
センター

９外国人に対する
ＤＶ防止の啓発と
相談の充実

実施なし。 A D
必要性は認識して
いるが有効な手段
を検討中。

方向性が決まり次第、予算要
求等の具体的な推進を行う。

健康推進課
10母子保健事業
の充実

ママの時間：月１回、年間12回実施。延べ人数母60
名、子59名、合計119名参加。毎月臨床心理士が進
行役として入り、年２回は虐待防止センターの相談員
が入っている。年度末に１回、参加者を対象とした
ケース検討会を実施。

日々の面接、電話相談、訪問、健診等の中で虐待の事
実や虐待の可能性を確認した場合は関係機関（子ども
家庭支援センター、児童相談所、母子相談員等）と連
携し、関わっている。

要対協における虐待ケースの情報共有

A A

ママの時間に関し
ては必要時は事業
担当より地区担当
に情報を伝え、
フォローをしてい
る。その他、日々
の対応の中で必要
と判断した場合は
速やかに関係機関
に連絡を取り、対
応を協議してい
る。

現状を維持し、事業を実施、
ケースへの対応をしていく。

子育て支援課
７保育園・学童等
での情報提供と窓
口の周知

保育園では保育士、学童クラブでは指導員が常に保護
者や乳幼児及び児童の様子を観察している。DV、ハ
ラスメントの発生は乳幼児及び児童への虐待つながる
ため、疑われる場合は子ども家庭支援センターなどに
情報確認及び状況報告に努めた。

A B B

保育園及び学童ク
ラブでは、家庭状
況が乳幼児や児童
から反映されやす
く専門性高い職種
の保育士及び指導
員の観察力のレベ
ルは高い。

今後も、DVやハラスメント
等の防止に向けて、関係機関
との連携を行っていく。

障害福祉課
８障害者に対する
ＤＶ等の学習啓発
と相談の充実

障害者虐待防止法に基づき、DVを含む障害者虐待の
早期発見・早期対応に努めた。

平成30年度の取り組みとして、清瀬市地域自立支援
協議会の専門部会「子ども部会」にて障害児虐待に関
する研修を行い、児童虐待の早期発見・早期対応につ
いて学んだ。

A A

障害者虐待防止法
に基づいた虐待対
応をするととも
に、市独自の取り
組みとして上記研
修を行った。

今後も同様の取り組みに努め
る。

指導課
６人権教育・性教
育の推進【再掲
3-1-2-1】

赤ちゃんのチカラプロジェクトを、全小中学校で実施
し、赤ちゃんとの触れ合いを通じて生命の大切さ・誕
生について学んだ。

「命の教育フォーラム」を開催し、助産師による講演
と清瀬第七小学校での「命の授業」の報告、全中学校
の生徒会による公開討論を行い、命の尊さについて振
り返る場となった。

各学校において「がん教育」を実施した。

命と人権教育推進委員会を年間5回開催した。

初任者研修において人権教育について講義し、教職員
一人一人の「人権尊重の理念」に対する理解を深め
た。

A B D

学習指導要領に基
づき各校で適正に
行っている。

教員向けには計画
的に研修を行って
いる。

性教育については、性に対す
る価値観が様々であり、集団
で一律に指導すべき内容と個
別に指導する内容との区別が
難しいため、学習指導要領の
範囲内で継続していく。
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               【プランの理解度】　　　　　　　 A…プランの趣旨を理解している　　B…プランの趣旨と当事業の関連性が、よく理解できなかった

               【前回までの評価（自己評価）】　 A…進んでいる　　B…やや進んでいる　　C…進んでいない

               【今回の評価（自己評価）】　　　 A…十分な取組みができた　　B…ある程度の取組みができた　　C…ほとんど取り組めなかった　　Ｄ…取り組めなかった



所管課 施策内容　 事  業 理解度 評価 前回 理由 今後に向けて

B

               【プランの理解度】　　　　　　　 A…プランの趣旨を理解している　　B…プランの趣旨と当事業の関連性が、よく理解できなかった

               【前回までの評価（自己評価）】　 A…進んでいる　　B…やや進んでいる　　C…進んでいない

               【今回の評価（自己評価）】　　　 A…十分な取組みができた　　B…ある程度の取組みができた　　C…ほとんど取り組めなかった　　Ｄ…取り組めなかった

人命に関わる部分も多いので
マニュアルの見直しも視野に
入れ取り組みたい。

２虐待を受けた子
どもの支援

３被害者の自立支
援の充実

４被害者の個人情
報の保護

市民課
基幹系システムによる庁内の関連部署での被害者情報
の共有を実施

A B

                   施　　策　 2 ＤＶ被害者の安全確保と自立支援

                   課　　題　 1 配偶者等からの暴力やハラスメント等の防止と被害者支援

（清瀬市ＤＶ防止基本計画）

　男女平等推進プラン　進捗状況調査結果　　【目標2 -課題１】

課題に対して各組織の連携が
進むようにセンターとしての
役割を果たしていく。

男女共同参画
センター

配偶者等からの暴力対策連絡協議会（6月19日、1月
29日開催）等にて情報共有、連携を確認した。

職員研修（新採用、経験者共通）で、アイレック相談
委員、センター長がDV被害者の安全確保のために行
政の取り組むべき、留意すべきことなどを講義した。

A

事業以外において
も関係機関とは日
常的に連携してお
り、顔の見える関
係が確立できてい
る。

今後もこの体制を維持する。
関係機関の担当者の異動なっ
た場合等、速やかに新担当者
へ情報提供を行う。

生活福祉課
相談員２名体制
相談延べ人員　970人　　　／　　相談実人員
705人

A B A
相談支援体制の維持と専門性
の向上

B

ＣＳＶデータにより、被害者
情報の受け渡しを行っている
部署についても連携が図れる
よう、引き続き働きかけを行
う。

男女共同参画
センター

職員研修（新採用、経験者共通）で、アイレック相談
委員、センター長がDV被害者の安全確保のために行
政の取り組むべき、留意すべきことなどを講義した。

A

                   目　　標 2 人権の尊重とあらゆる暴力の防止

B B

事業以外において
も関係機関とは日
常的に連携してお
り、顔の見える関
係が確立できてい
る。

今後もこの体制を維持する。
関係機関の担当者の異動と
なった場合等、速やかに新担
当者へ情報提供を行う。

生活福祉課 入所施設を協定により確保 A B A 前年同様の協定。 必要に応じて整備する。

１被害者の安全確
保

子ども家庭支
援センター

児童虐待や養育困難家庭の子どもに対し、関係機関と
連携し適切に対応いたします。

　関係機関との連携　　　　  792回
　個別ケース検討会議 　　　   58回
　要保護児童対策地域協議会　　5回　予算額324千
円
　児童相談所との虐待ケース進行管理　　　　4回
　市の受理会議に児童相談所職員の参加　　 12回

A A

子ども家庭支
援センター

被害者の安全確保のために関係機関との連携を図りま
す。

　関係機関との連携　　　　　 792回
　個別ケース検討会議 　　　 　 58回
　要保護児童対策地域協議会　 　 5回　予算額324
千円

A A
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所管課 施策内容　 事  業 理解度 評価 前回 理由 今後に向けて

男女共同参画
センター

８民間シェルター
に対する支援

清瀬市緊急一時保護施設運営補助金交付要綱により補
助金年額200,000円を交付している。

A B B
事業を継続する限り、補助金
も継続する。

　男女平等推進プラン　進捗状況調査結果　　【目標2 -課題１】

                   目　　標 2

男女共同参画
センター

相談の実施（一般相談《年間137件》、法律相談
《年間48件》、ＤＶ相談《年間79件》）、働き方サ
ポート講座と相談（9月25日実施7名参加、1月18
日実施7名参加）等を通じてサポートを行う。

A B

男女共同参画
センター

男女共同参画
センター

６被害者の回復と
自立のための情報
提供・学習

働き方サポート事業として「ひきこもりママ会ｉｎ清
瀬」（1月25日、2月12日実施、各9名参加）、
「知って安心　働くあなたのための法律・制度」講座
（1月26日実施、10名受講）、「不安を自信に　女
性の再就職チャレンジ」講座（2月1日実施、5名受
講）を開催した。
館内に仕事コーナーを設置して、ハローワーク情報等
の提供を行った。

A B

７ＤＶ被害者支援
マニュアルの充実

A C

５被害者の回復と
自立のための相談

以前作成した個人情報の取り扱いのマニュアルについ
ては継続して活用する。

B

女性のサポート体制の推進に
ついては何が必要なのかを議
論して経済的な自立支援以外
の支援方法についても考え
る。

B

年二回開催の配偶
者等からの暴力対
策連絡協議会、相
談員連絡調整会議
等を通じてマニュ
アル作成を検討し
ていく。内容につ
いて策定していく
ためには委員会の
開催回数が不足し
ているため、ニー
ズのあるときには
予算措置も講じて
いく。

引き続きマニュアル作成も視
野に入れた情報共有を継続す
る。

人権の尊重とあらゆる暴力の防止

                   課　　題　 1 配偶者等からの暴力やハラスメント等の防止と被害者支援

（清瀬市ＤＶ防止基本計画）

                   施　　策　 2 ＤＶ被害者の安全確保と自立支援

B

相談事業全体で、
相談員の判断によ
り、継続的なカウ
ンセリングにも対
応している。

月ごとの働き方サ
ポート相談の代わ
りに試行的に講座
と相談を行った。
ニーズがあること
がわかった。

サポートが必要な方に必要な
だけ利用いただけるように広
報を中心に相談を充実させて
いく。
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               【プランの理解度】　　　　　　　 A…プランの趣旨を理解している　　B…プランの趣旨と当事業の関連性が、よく理解できなかった

               【前回までの評価（自己評価）】　 A…進んでいる　　B…やや進んでいる　　C…進んでいない

               【今回の評価（自己評価）】　　　 A…十分な取組みができた　　B…ある程度の取組みができた　　C…ほとんど取り組めなかった　　Ｄ…取り組めなかった



所管課 施策内容　 事  業 理解度 評価 前回 理由 今後に向けて

               【プランの理解度】　　　　　　　 A…プランの趣旨を理解している　　B…プランの趣旨と当事業の関連性が、よく理解できなかった

               【前回までの評価（自己評価）】　 A…進んでいる　　B…やや進んでいる　　C…進んでいない

               【今回の評価（自己評価）】　　　 A…十分な取組みができた　　B…ある程度の取組みができた　　C…ほとんど取り組めなかった　　Ｄ…取り組めなかった

                   施　　策　 3 ＤＶ等の関係機関の連携体制の充実

（清瀬市ＤＶ防止基本計画）

                   目　　標 2 人権の尊重とあらゆる暴力の防止

                   課　　題　

　男女平等推進プラン　進捗状況調査結果　　【目標2 -課題1】

1 配偶者等からの暴力やハラスメント等の防止と被害者支援

B B
今後も会議等の機会を活用し
て積極的に情報共有、連携推
進を行っていく。

指導課

各学校に窓口の設置

東京都事業によるスクールカウンセラーの配置（全
校）

スクールソーシャルワーカーの派遣

Ａ

１関係機関と連携
の強化を図る

男女共同参画
センター

配偶者等からの暴力対策連絡協議会（6月19日、1月
29日開催）等にて情報共有、連携を確認した。
　
子ども家庭支援センター主催の清瀬市要保護児童対策
地域協議会に出席して情報共有を行っている。

A B B
今後も会議等の機会を活用し
て積極的に情報共有、連携推
進を行っていく。

生活福祉課 東京都主催連携会議：年１回

配偶者等からの暴力対策連絡協議会（6月19日、1月
29日開催）等にて行政内外の関連機関、部署との情
報共有、連携を確認した。
　
子ども家庭支援センター主催の清瀬市要保護児童対策
地域協議会に出席して情報共有を行っている。

現状維持で継続していく。Ａ

養護教諭等を指定
するとともにス
クールカウンセ
ラーやスクール
ソーシャルワー
カーも相談窓口と
して機能してい
る。関連部署と連
携して対応してい
る。

男女共同参画
センター

A

B B
庁内関係機関が参
加

継続的な開催と参加

２要保護女性に対
する関係機関との
連携の推進

３ＤＶ等被害当事
者の子どもに対す
る支援の充実

子ども家庭支
援センター

面前DVを含む虐待等要保護児童対策地域協議会等に
て情報交換等を行い虐待への対応を充実させます

関係機関との連携　　　　　   792回
個別ケース検討会議 　　　 　   58回
要保護児童対策地域協議会　　    5回　予算額324
千円
児童相談所との虐待ケース進行管理　　  4回
市の受理会議に児童相談所職員の参加　12回

A

A

B

代表者会を年１
回、実務者会を年
４回定期的に実施
していくと共に、
必要に応じ個別
ケース検討会議を
開催する。個別
ケース検討会議は
年間50回以上開
催しており、概ね
週に１度は開催し
ている。

ケースの所属先と
は日常的な連携を
図り、異変があれ
ば即座に連絡が入
る連携体制を整え
ている。
　昨今、警察との
連携が必須となっ

今後もこの体制を維持する。
関係機関の担当者の異動なっ
た場合等、速やかに新担当者
へ情報提供を行う。

A
４子どもの虐待に
かかわる関係諸機
関との連携の推進

18



所管課 施策内容　 事  業 理解度 評価 前回 理由 今後に向けて

４子どもの虐待に
かかわる関係諸機
関との連携の推進

　男女平等推進プラン　進捗状況調査結果　　【目標2 -課題1】

                   目　　標 2 人権の尊重とあらゆる暴力の防止

                   課　　題　 1 配偶者等からの暴力やハラスメント等の防止と被害者支援

（清瀬市ＤＶ防止基本計画）

                   施　　策　 3 ＤＶ等の関係機関の連携体制の充実

職員課

職務遂行上必要な配慮や支援方法等を学び、実際の応
対に活かしていくことを目的として、平成31年2月
に新規採用職員及び全所属（職層問わず）に対し、2
回研修を実施。
参加人数：58名

A B B

研修の実施によ
り、ＤＶ等に対す
る理解を深めるこ
とで、必要な配慮
や支援方法等の共
有が図れていると
考えるため。

今後も、継続して研修の実施
を行う。

               【前回までの評価（自己評価）】　 A…進んでいる　　B…やや進んでいる　　C…進んでいない

               【今回の評価（自己評価）】　　　 A…十分な取組みができた　　B…ある程度の取組みができた　　C…ほとんど取り組めなかった　　Ｄ…取り組めなかった
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               【プランの理解度】　　　　　　　 A…プランの趣旨を理解している　　B…プランの趣旨と当事業の関連性が、よく理解できなかった

５職員の対応力の
向上

健康推進課

妊婦全数面接の実施とプランシートの作成

妊娠届出時、新生児訪問時にエジンバラ産後うつ病質
問票の実施

母子推進員による訪問

要保護児童対策協議会への出席　4回/年

スーパーバイザーによるエジンバラ事例検討会の実施
　新生児訪問指導員対象　6回/年、職員（保健師）
対象　6回/年
エジンバラ研修会の開催　2回/年

配偶者からの暴力対策連絡協議会への出席

乳幼児健診未受診者への受診勧奨、居所確認

関係機関での情報共有
　（子ども家庭支援センター、子育て支援課、児童相
談所、医療機関）

A A

平成３０年度よ
り、新生児訪問で
のエジンバラ産後
うつ質問票（以
下、質問票）を実
施した。それに伴
い、スーパーバイ
ザーによる事例検
討会を開催し、要
フォロー者につな
げている。

また、質問票への
理解を目的とした
エジンバラ研修会
を2回/年開催し
た。新生児訪問指
導員・乳幼児健診
に従事する臨時職
員・内部職員を対
象に行い、質問票
への理解を深め

妊婦面接に対するアンケート
の実施検討。市民への意見を
取り入れ、面接率を上げると
ともに、要フォロー者を抽出
できるようにする。

質問票を充分に活用できるよ
う、事例検討会や研修会を継
続して開催し、職員・新生児
訪問指導員・臨時職員の専門
知識の向上を目指す。

関係機関との連絡会への出席
や情報共有を密に行い、対象
者の支援に努める。



所管課 施策内容　 事  業 理解度 評価 前回 理由 今後に向けて

　男女平等推進プラン　進捗状況調査結果　　【目標2 -課題1】

                   目　　標 2 人権の尊重とあらゆる暴力の防止

A B B

サポートが必要な方に必要な
だけ利用いただけるように広
報を中心に相談制度自体も改
善していく。

職員課

平成30年7月に管理職（部長・課長等）を対象に、
ハラスメント全般を対象とした「ハラスメント研修」
を実施。ハラスメント理解を促し、指導・注意の場面
や、日頃のコミュニケーションのとり方などを学ぶ。

参加人数：27人

A

                   課　　題　 1 配偶者等からの暴力やハラスメント等の防止と被害者支援

4 あらゆるハラスメントやストーカー、虐待等の啓発

男女共同参画
センター

１ハラスメント等
の防止啓発の推進

人権週間記念講座として望月衣塑子氏の講演を「セク
ハラはなぜ繰り返されるのか」について行い、性暴力
被害者への支援や＃MeToo運動についての啓発を
行った。」（11月18日実施、66名参加）同じく記
念事業として金子雅臣氏による同タイトルの講座を行
い、男性の視点からのセクハラ・性暴力の考え方とそ
の予防について学んだ「セクハラはなぜ繰り返される
のか～男の困惑、職場のジレンマ～」（12月12日実
施、15名参加）。
　
国や東京都から送付される啓発資料を配架した。

A A B
講座や資料配架以外の方法も
考え啓発を推進したい。

（清瀬市ＤＶ防止基本計画）

                   施　　策　
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職員課
4市職員のハラス
メント相談窓口の
確立

               【プランの理解度】　　　　　　　 A…プランの趣旨を理解している　　B…プランの趣旨と当事業の関連性が、よく理解できなかった

男女共同参画
センター

相談の実施（一般相談《年間137件》、法律相談
《年間48件》、ＤＶ相談《年間79件》）を通じてサ
ポートを行い、緊急性の高い事例については担当部署
とも連携を行う。

B
管理・監督職だけでなく、一
般職員ついても研修対象者と
して位置付けていきたい。

市職員のハラスメントに関する相談窓口は総務部職員
課に設置されており、平成25年度より職員課に保健
師を配置し、複雑な相談内容にも対応できる環境を整
備している。

Ａ B B

ハラスメントの相
談に対する業務フ
ローは整ってお
り、相談体制は構
築出来ていると考
えている。

今後も現体制を継続してい
く。

ハラスメント研修
は、数年間にわた
り管理職を対象に
実施してきた。組
織の中でハラスメ
ントへの理解を浸
透・定着させるた
め、平成29年度
は対象者を拡大
し、監督職を対象
に実施している。
研修の実施によ
り、ハラスメント
に対する理解が深
まっていると考え
るため。

               【前回までの評価（自己評価）】　 A…進んでいる　　B…やや進んでいる　　C…進んでいない

               【今回の評価（自己評価）】　　　 A…十分な取組みができた　　B…ある程度の取組みができた　　C…ほとんど取り組めなかった　　Ｄ…取り組めなかった

２ハラスメント等
の相談の充実

3市職員のハラス
メント研修の充実



所管課 施策内容　 事  業 理解度 評価 前回 理由 今後に向けて

　男女平等推進プラン　進捗状況調査結果　　【目標2 -課題1】

               【前回までの評価（自己評価）】　 A…進んでいる　　B…やや進んでいる　　C…進んでいない

               【今回の評価（自己評価）】　　　 A…十分な取組みができた　　B…ある程度の取組みができた　　C…ほとんど取り組めなかった　　Ｄ…取り組めなかった
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引き続き実施していくととも
に、上記取組の機会を増やす
など、検討していく。

防災防犯課

（清瀬市ＤＶ防止基本計画）

男女共同参画
センター

　東京都と民間団体の連携による性暴力被害者支援事
業でもある性暴力救援ダイヤルNaNa(24時間ホット
ライン）については常時広報を行っている。

　アイレック相談カード、アイレック案内パンフレッ
トを常時、配布している。

　人権週間記念講座として望月衣塑子氏の講演を「セ
クハラはなぜ繰り返されるのか」について行い、性暴
力被害者への支援や＃MeToo運動についての啓発を
行った。」（11月18日実施、66名参加）同じく記
念事業として金子雅臣氏による同タイトルの講座を行
い、男性の視点からのセクハラ・性暴力の考え方とそ
の予防について学んだ「セクハラはなぜ繰り返される
のか～男の困惑、職場のジレンマ～」（12月12日実
施、15名参加）。

A B B

男女共同参画
センター

社会の中で女性へ
の暴力による事件
が顕在化し、市民
の関心が高かまっ
たと考えられたた
め、講座実施につ
ながった。

ＤＶ及び人権に対する理解を
深めるためにあらゆるツール
を使って広報・啓発を充実さ
せていく必要がある。情報提
供と講座以外の取り組みにつ
いても情報収集を進める。

担当課と連携を行い包括的な
ケアを行う。情報提供・啓発
を積極的に行い必要な方に届
くように心掛ける。

配偶者等からの暴力対策連絡協議会（6月19日、1月
29日開催）等にて情報共有、連携を確認した。
ＤＶ相談《年間79件》を実施してカウンセリング体
制を整備した。
　
国や東京都から送付される啓発資料を配架し情報提
供・啓発を行った。

A B

児童センター
事業としては特に行っていないが、普段の遊びなどを
通し、児童厚生員が簡単な子育ての等の悩み相談やア
ドバイスを行っている。

犯罪被害者支援について、警察官ＯＢ職員の窓口相談
を受付しており、その旨をＨＰ等で周知している。ま
た、必要に応じて、被害者支援都民センターのパンフ
レット等を窓口配布している。

犯罪被害者週間に警察署と連携し、講演会や特設相談
所の開設等を実施し、被害者支援に取り組んでいる。

A B

                   目　　標 2 人権の尊重とあらゆる暴力の防止

                   課　　題　 1 配偶者等からの暴力やハラスメント等の防止と被害者支援

B B

サポートが必要な方に必要な
だけ利用いただけるように広
報を中心に相談制度自体も改
善していく。

１性暴力に関する
情報提供・予防啓
発

男女共同参画
センター

相談の実施（一般相談《年間137件》、法律相談
《年間48件》、ＤＶ相談《年間79件》）を通じてサ
ポートを行い、緊急性の高い事例については担当部署
とも連携を行う。

A

               【プランの理解度】　　　　　　　 A…プランの趣旨を理解している　　B…プランの趣旨と当事業の関連性が、よく理解できなかった

２相談体制の充実

3被害者等への支
援の充実

                   施　　策　 5 性暴力の防止と被害者支援



所管課 施策内容　 事  業 理解度 評価 前回 理由 今後に向けて

男女共同参画
センター

５性差に配慮した
健康づくり支援

女性のココロとからだの「性差医療から考えるわたし
の健康」（天野恵子氏、6月6日実施、19名参加）を
開催した。
男女共同参画週間記念事業での「メディアにまどわさ
れない食生活～男女の視点で考える食の情報」でも
ジェンダーの視点に基づく食に関するメディアリタラ
シーと健康について（高橋久仁子氏、6月30日実
施、18名）講座を行った。

A B B
講座の題材も市民の要望、社
会的動向を入れながら検討し
ていきたい。

               【プランの理解度】　　　　　　　 A…プランの趣旨を理解している　　B…プランの趣旨と当事業の関連性が、よく理解できなかった

               【前回までの評価（自己評価）】　 A…進んでいる　　B…やや進んでいる　　C…進んでいない

               【今回の評価（自己評価）】　　　 A…十分な取組みができた　　B…ある程度の取組みができた　　C…ほとんど取り組めなかった　　Ｄ…取り組めなかった
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　男女平等推進プラン　進捗状況調査結果　　【目標２ -課題２】

健康推進課

（男の健康料理教室～メンズキッチン～：3回、24
人。女性のヘルシークッキング：3回、32人。）に
おいて男女の健康づくりの食支援を実施。簡単おすす
めレシピのホームページ掲載や市報等での食育啓発。
農業まつりと同日開催で、きよせ食育展を実施。

A A A

健康料理教室で
は、男女の健康づ
くりを食育を通じ
て推進した。ホー
ムページ掲載や市
報で幅広く市民に
食育や正しい食習
慣づくりについて
啓発、きよせ食育
展では産業振興
課、教育総務課、
子育て支援課、健
康推進課と連携し
啓発することがで
きた。

平成30年3月「清瀬市食育推
進計画（第2次清瀬市健康増
進計画）」が策定された。こ
れを基に今後も食育や正しい
食習慣づくりについて啓発す
る。

                   目　　標 2 人権の尊重とあらゆる暴力の防止

                   課　　題　 2 生涯を通したこころと身体の健康支援

                   施　　策　 1 ライフステージに応じた男女の健康づくりの支援

健康推進課

女性をターゲットの講演会、健康教室に併設して、女
性のライフステージに合わせた身体の変化や健康づく
りについて助言を4回実施、参加者97人。
また女性の健康に関する教室を行い、講話・測定・エ
クササイズを2回実施、参加者50人。

生活習慣病予防リーフレットを幼稚園・小学校・乳幼
児健診の保護者等に5,800部配布し啓発。満30、
35歳の計1,523人に健康メッセージとリーフレット
を送付し啓発。

こころの健康づくりと自殺対策の観点において、健康
大学「秋の夜長の睡眠術」の講演会を１回開催し、参
加者は120人、関係機関の理解を深めるためにゲー
トキーパー研修を１回、参加者は56人、自殺予防対
策庁内連絡会を2回開催し、参加者は41人。
また自殺対策計画の策定にあたり、清瀬市自殺対策計
画策定委員会を５回開催し、4つの基本施策と、勤労
者、無職者・失業者・生活困窮者、高齢者、子ども・
若者・子育て世代、生きづらさを抱えた人と5項目に
分けた重点施策を盛り込んだ「いのちを支える清瀬市
自殺対策計画」を策定した。

A B B

今後もライフステージに応じ
た事業を展開し、心身ともに
健康づくりをすすめる。自殺
対策計画に基づき、自殺対策
への取組の推進を図る。

健康推進課

４地域の健康づく
りや啓発事業にか
かわる市民の育成
と活動支援

　
清瀬市民まつりでは、血管年齢測定コーナーに特定健
診等受診勧奨、生活習慣病予防のためのパネルを展示
し、健康管理のためのパンフレット等を配布し、健診
を受診する必要性について声掛けをした。
　
健康づくり推進員20人の活動支援を実施。地域健康
づくり事業：44回実施、職員等派遣46人。健康づく
り推進員や自主グループ地域活動94回実施、参加者
2,403人。

A B B

今後も健康診査の受診勧奨や
生活習慣病予防の啓発に努め
る。また健康づくり推進員の
活動支援を行い、地域健康づ
くりを推進していく。

健康推進課
３健康診査の普及
と推進

年度初めに市内の銀行、商工会、郵便局等に特定健診
等受診勧奨のためのポスターを配布した。
 
６月の健診開始時期に健診実施医療機関、清瀬市薬剤
師会、皮膚科眼科等に特定健診等受診勧奨のためのポ
スターとパンフレットを配布した。
 
６月の半ばの１週間、クレアギャラリーに特定健診等
受診勧奨のためのポスター、その他生活習慣病予防啓
発パネルなどを展示し、健康管理のためのパンフレッ
トを設置した。
 
特定健康診査未受診者に対して個別通知にて受診勧奨
を実施した。

A B B

今後も関係機関と連携を図
り、健康診査の重要性及び健
康診査受診率の向上を推進す
る。

１ライフステージ
にあった健康づく
りの推進

２食育を通じての
男女共同参画の推
進



所管課 施策内容　 事  業 理解度 評価 前回 理由 今後に向けて

                   施　　策　 1 ライフステージに応じた男女の健康づくりの支援

　男女平等推進プラン　進捗状況調査結果　　【目標２ -課題２】

                   目　　標 2 人権の尊重とあらゆる暴力の防止

                   課　　題　 2 生涯を通したこころと身体の健康支援

生涯学習
スポーツ課

６子どもと女子ス
ポーツの振興

生涯学習スポーツ課が管轄する指定管理者が管理運営
しているスポーツ施設においては、男女別々の更衣
室、トイレを設置し、女性がスポーツに参加しやすい
環境を整えている。また、清掃などもこまめに実施し
ており、清潔な状況を保つよう心掛けている。

A B

一部のスポーツ施
設（野球場、テニ
スコート）には、
更衣室が存在して
いないものの、ほ
とんどの施設には
設置されている。
東京国体開催を契
機に「女子サッ
カーのまち　清
瀬」を語る上で、
他市に劣らない環
境が整っている。

男女比の統計は
とっていないもの
の、サッカー場に
おいては女子の
サッカー大会が開
催されているな
ど、男性にも女性
にもスポーツに参
加しやすい環境と
なっていると判断
する。

東京2020大会開催を契機
に、スポーツへの取り組みが
注目されている。今後、新た
なスポーツ施設の新設は費用
面を含めて難しい状況ではあ
る。

しかし、スポーツに特化した
指定管理者を選定するなど、
民間企業のノウハウを活用し
つつ、現在の状況を維持しな
がら、新たな視点で環境を整
えていく。

23

環境づくりは、施
設改修といった
ハード面も必要で
あるが、誰もが参
加できるというソ
フト面も大切であ
る。
事業推進にはス
タッフの協力が不
可欠であり、すべ
てのスタッフが施
策目標を理解し、
運営にあたり、事
業が継続されてい
ることは、一定の
評価に値するので
はないか。

東京2020大会開催により、
パラスポーツへの取り組みが
注目されている。多摩26市
が連携し、今年度新たに
ニュースポーツでありパラ競
技の正式種目である「ボッ
チャ大会」が開催されること
となった。

当市においても大会開催によ
る一過性のイベントとせず、
『レガシー』として、今後も
誰もが参加できる環境整備を
推進していく。

生涯学習
スポーツ課

８生涯スポーツの
推進

陸上記録会やサッカー大会など、多くのスポーツ事業
は、「青少年の健全育成」を目的に実施しており、年
齢の制限をしているところである。また、年齢や性別
を意識してはいないが、健康増進のためのウォーキン
グや新体力テストなどによる健康づくりのための事業
を実施した。中高年を対象としたヨガ教室も開催し、
延べ９００名の市民が参加している。

A B B

性別に配慮した健
康づくりは実施し
ていないが、結果
としてヨガ教室
は、そのほとんど
の参加者は女性で
あった。

年齢に配慮した事
業展開は、その対
象のより内容を変
えることは比較的
容易なことと推察
する。しかし、性
別に配慮した健康
づくりは、男女共
同参画センターの
講座とリンクして
実施するなどの工
夫が必要と考え
る。プランにおけ

人生100年時代を迎え、健康
づくりの支援は重要な施策で
ある。生涯スポーツは、生涯
学習と同様に推進すること
で、よりよいまちづくりに繋
がる。

現在実施している事業を継続
拡大し、健幸に向けた支援を
継続していく。

生涯学習
スポーツ課

７障害者スポーツ
の推進

生涯学習スポーツ課をはじめ、体育協会、スポーツ推
進委員が主催するスポーツ競技の大会において、健常
者も障害者も誰もが参加できる環境を整えている。

陸上記録会での車いすの児童の参加やマラソン大会で
の介助者として伴走するなど、スタッフの協力により
誰もがスポーツに取り組む環境づくりを実施してい
る。

また、ニュースポーツによる障害者のスポーツ大会も
継続して実施しており、スポーツを通じた交流の場と
して推進している。

A B

               【プランの理解度】　　　　　　　 A…プランの趣旨を理解している　　B…プランの趣旨と当事業の関連性が、よく理解できなかった

               【前回までの評価（自己評価）】　 A…進んでいる　　B…やや進んでいる　　C…進んでいない

               【今回の評価（自己評価）】　　　 A…十分な取組みができた　　B…ある程度の取組みができた　　C…ほとんど取り組めなかった　　Ｄ…取り組めなかった



所管課 施策内容　 事  業 理解度 評価 前回 理由 今後に向けて

               【前回までの評価（自己評価）】　 A…進んでいる　　B…やや進んでいる　　C…進んでいない

               【今回の評価（自己評価）】　　　 A…十分な取組みができた　　B…ある程度の取組みができた　　C…ほとんど取り組めなかった　　Ｄ…取り組めなかった
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               【プランの理解度】　　　　　　　 A…プランの趣旨を理解している　　B…プランの趣旨と当事業の関連性が、よく理解できなかった

                   目　　標 2 人権の尊重とあらゆる暴力の防止

　男女平等推進プラン　進捗状況調査結果　　【目標2 -課題２】

                   課　　題　 2 生涯を通したこころと身体の健康支援

                   施　　策　 2 性と生殖における健康と権利

健康推進課

薬物については、東京都薬物乱用防止推進清瀬地区協
議会の事務局として、各種普及啓発活動をサポートし
た。また、健康センターに東京都等が作成した違法薬
物・薬物依存等に関するポスターを掲示したほか、
リーフレットも設置し、周知を図った。

性感染症については、6月に東京都が保健所で実施し
ている「東京都ＨＩＶ検査・相談月間」のチラシを健
康センターに設置した。

東京都薬物乱用防止推進清瀬地区協議会実績
きよせひまわりコンサート・きよせ市民祭りへ参加
し、普及啓発活動を実施。薬物乱用防止推進春季・秋
季キャンペーンによる街頭宣伝活動。市内中学校を対
象とした薬物乱用防止ポスター・標語の募集及び選

A B C

薬物、性感染症対
策の情報提供につ
いては、東京都等
が作成している
リーフレット、ポ
スター等を設置、
掲示し、周知を
図った。

今後も、ポスターの掲示、
リーフレットの設置等によ
り、普及啓発の協力を行う。

１妊娠期から出
産・子育て期にわ
たる切れ目のない
支援の充実

健康推進課

妊娠届　497件　妊婦面接　462件　面接率
93.0％
　
転入者　57件　　妊婦面接　54件　 面接率
93.0％
　
両親学級
12回実施 父 実数69人 延数91人 母 実数83人 延数
141人
　　　　　　　　　　　　  合計　実数152人　延数
232人
 
プレママ準備クラス
6回実施　実数・延数21人　（初産婦16人　経産婦
5人）
　
こんにちは赤ちゃん事業
対象者　440件　訪問件数　437件　　訪問率
99.3％
　
すくすく親子クラス
6回実施　実数・延数16人　（初産婦13人　経産婦
3人）
　
ママヨガクラス
6回実施　実数49人（初産婦30人　経産婦19人）
延数54人（初産婦33人　経産婦21人）
　
ニコニコ親子クラス
6回実施　実数・延数57人（初産婦29人　経産婦
28人）
　
1歳児子育て相談会
12回　　大人189人　　子ども185人

B A A

２性感染症や薬物
等に関する情報提
供

（リプロダクティブヘルツ・ライツ）の啓発と支援

妊娠期から出産・
子育て期にわたる
支援を行うため、
上記の事業を実施
した。妊婦面接で
は、後日面接も合
わせ、昨年同様高
い面接率となって
いる。母と1対1
での面接を行い、
パートナーとの関
係も含め妊婦の現
状を細かに把握
し、適宜関係機関
と連携しながら必
要なサービスにつ
なぐことができ
た。面接未実施者
については、出産
後に電話フォロー
を実施する等、要
フォロー者の見逃
しがないよう工夫
した。

また、適宜エジン
バラ産後うつ病質
問票による、細か
なスクリーニング
を実施し、要支援
家庭の早期発見、
早期支援に努め
た。

新生児訪問率も例
年通り高い訪問率
で推移しており、
未訪問家庭には電
話フォロー、乳健
での確認等を行う
など事後フォロー
を徹底した。
　
妊産婦相談事業で
は、アンケートで
の高い満足度を得

今後も、アンケート等により
市民の声を把握しながら、よ
り満足度の高いサービスとな
るよう事業の評価と見直しを
行っていきたい。また、母子
の小さなSOSに気づき、気持
ちに寄り添いながら早期に支
援できるよう努めたい。妊娠
期からの切れ目ない支援体制
の更なる充実を図りたい。



所管課 施策内容　 事  業 理解度 評価 前回 理由 今後に向けて

                   施　　策　 2 性と生殖における健康と権利

（リプロダクティブヘルツ・ライツ）の啓発と支援

　男女平等推進プラン　進捗状況調査結果　　【目標2 -課題２】

                   目　　標 2 人権の尊重とあらゆる暴力の防止

                   課　　題　 2 生涯を通したこころと身体の健康支援

きれいな肺を保つための講座　９回実施、参加人数
319人。対象者は、両親学級参加者、小学校出前講
座(セーフティ教室)観覧の保護者、市民まつりに参加
する市民等。普及啓発目的として、媒体掲示、ハイ
チェッカー測定(肺年齢等の評価）、結果説明、受動
喫煙防止に関する情報提供、受動喫煙防止ロゴマーク
シール・マグネットの配布、普及啓発グッズ・リーフ
レットの配布を行い、たばこの健康被害・OPD(慢性
閉塞性肺疾患)・受動喫煙防止等の情報提供を実施し
た。

A B
３喫煙・受動喫煙
に関する情報提供
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               【前回までの評価（自己評価）】　 A…進んでいる　　B…やや進んでいる　　C…進んでいない

               【今回の評価（自己評価）】　　　 A…十分な取組みができた　　B…ある程度の取組みができた　　C…ほとんど取り組めなかった　　Ｄ…取り組めなかった

               【プランの理解度】　　　　　　　 A…プランの趣旨を理解している　　B…プランの趣旨と当事業の関連性が、よく理解できなかった

健康から一歩踏み込んだ性や
生殖のテーマも念頭に入れて
市民の要望に応えていきた
い。

東京都受動喫煙防止条例が施
行され、さらに喫煙防止・受
動喫煙防止に関する情報提供
の推進を図っていく。

男女共同参画
センター

４性と生殖におけ
る健康と権利（リ
プロダクティブヘ
ルツ・ライツ）の
啓発

女性のココロとからだの講座「性差医療から考えるわ
たしの健康」（天野恵子氏、6月6日実施、19名参
加）を開催してココロとからだについて学んだ。

A B B

健康推進課



所管課 施策内容　 事  業 理解度 評価 前回 理由 今後に向けて

                   目　　標 2 人権の尊重とあらゆる暴力の防止

                   課　　題　 3 困難を抱えやすい人々が安心して暮らせる環境の整備

                   施　　策　 1 多様な性のあり方への人権配慮

　男女平等推進プラン　進捗状況調査結果　　【目標２ -課題３】

男女共同参画
センター

１性的マイノリ
ティに関する啓発
の充実

他自治体の取り組みの情報提供については館内に施置
して啓発を行った。

A C

講座や広報、職員
向けの研修等、過
去には実績がある
が今年度について
は他のテーマと比
べて優先順位が低
くなってしまっ
た。

やはり継続的に取り組んでい
くテーマだと思われるので次
年度は何かの形で行いたい。

男女共同参画
センター

２性的マイノリ
ティに関する自治
体の制度の研究

新聞等報道、他自治体からの取り組みの情報提供につ
いては館内に施置して啓発を行った。

A C
情報提供のみで調
査・研究までは行
えていない。

社会的な認知度も含めて動向
を注視していく。

指導課
３児童・生徒に対
する人権教育の推
進

赤ちゃんのチカラプロジェクトを、全小中学校で実施
し、赤ちゃんとの触れ合いを通じて生命の大切さ・誕
生について学んだ。

「命の教育フォーラム」を開催し、助産師による講演
と清瀬第七小学校での「命の授業」の報告、全中学校
の生徒会による公開討論を行い、命の尊さについて振
り返る場となった。

命と人権教育推進委員会を年間5回開催した。

初任者研修において人権教育について講義し、教職員
一人一人の「人権尊重の理念」に対する理解を深め
た。

A B

学習指導要領に基
づき各校で適正に
行っている。

教員向けには計画
的に研修を行って
いる。

現状維持で継続していく。

講義とグループ
ワークを行うこと
で、自らと違う考
え方を認識するこ
とが出来、違いを
受け止めることで
誰にとっても暮ら
しやすい環境、働
きやすい職づくり
の推進につながっ
ていると考えるた
め。

全所属を対象に、研修を実施
していきたい。

市民課

松山地域市民センター1・2階及び野塩地域市民セン
ター1階に、バリアフリートイレを設置している。男
女共用であり、身障者やオストメイト使用者、乳幼児
連れの方のほか、LGBT等の性的マイノリティを含む
すべての方が使用できるトイレとして開放している。

A B

性的少数者を含むすべての方
に開放されたバリアフリート
イレの理念に沿った形で、今
後も市民に開放していく。

５だれでもトイレ
等バリアフリーの
まちづくりの推進
【再掲2-3-3-

7】

職員課
４性的マイノリ
ティに関する研修
の実施

性的マイノリティだけでなく多文化・多様性を理解す
るために、平成31年１月に全所属（職層問わず）を
対象とした「ダイバーシティ研修」を実施。

参加人数：31人

A A

               【プランの理解度】　　　　　　　 A…プランの趣旨を理解している　　B…プランの趣旨と当事業の関連性が、よく理解できなかった

               【前回までの評価（自己評価）】　 A…進んでいる　　B…やや進んでいる　　C…進んでいない
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               【今回の評価（自己評価）】　　　 A…十分な取組みができた　　B…ある程度の取組みができた　　C…ほとんど取り組めなかった　　Ｄ…取り組めなかった



所管課 施策内容　 事  業 理解度 評価 前回 理由 今後に向けて

所管課 施策内容　 事  業 理解度 評価 前回 理由 今後に向けて
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生涯学習
スポーツ課

生涯学習スポーツ課及び関連指定管理者が管理運営し
ている施設において、だれでもトイレは整備されてい
る。性的マイノリティに対するだけでなく、文字どお
り誰もが利用できるトイレとしての設置である。
なお、プライベートスペースと呼ばれる単独の施設の
整備は無い状態である。

               【プランの理解度】　　　　　　　 A…プランの趣旨を理解している　　B…プランの趣旨と当事業の関連性が、よく理解できなかった

               【前回までの評価（自己評価）】　 A…進んでいる　　B…やや進んでいる　　C…進んでいない

               【今回の評価（自己評価）】　　　 A…十分な取組みができた　　B…ある程度の取組みができた　　C…ほとんど取り組めなかった　　Ｄ…取り組めなかった

1 多様な性のあり方への人権配慮

５だれでもトイレ
等バリアフリーの
まちづくりの推進
【再掲2-3-3-

7】 今年度における、事業実績はなし。 A C

令和３年度の新庁
舎建設に向けた設
置を予定している
ため、現庁舎にお
ける新たな設備設
置は検討していな
い。また、現状と
しては、授乳室が
ない代わりに宿直
等の控室を希望者
に利用してもらっ
ているため。

現庁舎設備は現状のままと
し、新庁舎建設時に向けて設
置する予定。

　男女平等推進プラン　進捗状況調査結果　　【目標2 -課題3】

                   目　　標 2 人権の尊重とあらゆる暴力の防止

               【プランの理解度】　　　　　　　 A…プランの趣旨を理解している　　B…プランの趣旨と当事業の関連性が、よく理解できなかった

               【前回までの評価（自己評価）】　 A…進んでいる　　B…やや進んでいる　　C…進んでいない

               【今回の評価（自己評価）】　　　 A…十分な取組みができた　　B…ある程度の取組みができた　　C…ほとんど取り組めなかった　　Ｄ…取り組めなかった

                   課　　題　 3 困難を抱えやすい人々が安心して暮らせる環境の整備

                   施　　策　 2 多文化共生の視点に基づく外国人に対する支援

企画課

清瀬国際交流会が主催で「国際交流パーティー（参加
者123名）」「国際理解講座（参加者26名）」「英
語でしゃべらん会（参加者134人）」などを開催し
た。

Ａ B

多文化共生の推進に取り組む
清瀬国際交流会の事業実施に
対する財政支援とともに、市
報やＨＰで事業の開催周知や
会場の提供等、団体活動の協
力支援を継続する。

総務課

A B

性的マイノリティ
については世界的
な関心が高まって
いるものの、施設
における対応はで
きていないのが現
状である。現在、
各施設に設置され
ているだれでもト
イレが唯一の存在
であり、評価は困
難である。

公共施設再編計画が策定され
るなど、今後、公共施設は大
きな見直しが予定されてい
る。そのような中、性的マイ
ノリティに対し配慮ある施設
とするため、男女共同参画セ
ンターの助言を期待してい
る。積極的な参入をされた
い。

　男女平等推進プラン　進捗状況調査結果　　【目標２ -課題３】

                   目　　標 2 人権の尊重とあらゆる暴力の防止

                   課　　題　 3 困難を抱えやすい人々が安心して暮らせる環境の整備

                   施　　策　

男女共同参画
センター

アイレックまつりで映画「わたしはマララ」の上映を
行い、アフタ―トークとして「国境なき医師団」の活
動と途上国の女の子の現状、国際協力の在り方につい
て学んだ。（10月7日実施、166名参加）

A B

啓発のみならず交流のレベル
までレベルアップしていくた
めに何を事業化したらよいの
かを検討して推進を行う。

１多文化交流の推
進

新庁舎建設室

新庁舎建設事業において、新庁舎の実施設計を行い下
記設備を設定した。

だれでもトイレ（フィッティングボードを含む）：各
階

A A
新庁舎建設工事において、実
施設計通りに各設備が設置さ
れるように確認をする。



所管課 施策内容　 事  業 理解度 評価 前回 理由 今後に向けて

                   課　　題　 3 困難を抱えやすい人々が安心して暮らせる環境の整備

                   施　　策　 2 多文化共生の視点に基づく外国人に対する支援

B

３日本語ボラン
ティア活動の支援

子ども家庭支
援センター

日本語学習者の支援に取り組
む清瀬国際交流会の事業実施
に対する財政支援とともに清
瀬国際交流会が主催する交流
事業や外国人支援第10ブ
ロック会議における取り組み
の実施を継続する。

KIC日本語教室で活動するメンバーで構成される実行
委員会と生涯学習スポーツ課が協働して、日本語学習
支援ボランティア養成講座を実施している。平成30
年度は、年間で15回の講座を実施し、延べ306名の
受講生に参加いただくことができた。受講後は、清瀬
国際交流会（KIC）に入会し、アミューで実施中の
KIC日本語教室でボランティア講師として活躍いただ
いている。

A B B

平成28年度の延
べ参加者数が
238名、平成29
年度は287名で
あるのに対し、平
成30年度は306
名となった。外国
人市民の日本語学
習の必要性と、多
文化共生への関心
の高まりをうけ、
年々ボランティア
講師を志望する方
が増えているのは
大変好ましい。

在住外国人の子育てに関しての必要な窓口の案内等の
多言語による情報提供を行います。

子ども家庭支援センター外国語版リーフレットの配布
　　（英語・中国語・韓国語・タガログ語・シンハラ
語の５か国語対応）

A A

　男女平等推進プラン　進捗状況調査結果　　【目標2 -課題3】

                   目　　標 2 人権の尊重とあらゆる暴力の防止

               【今回の評価（自己評価）】　　　 A…十分な取組みができた　　B…ある程度の取組みができた　　C…ほとんど取り組めなかった　　Ｄ…取り組めなかった

               【前回までの評価（自己評価）】　 A…進んでいる　　B…やや進んでいる　　C…進んでいない

生涯学習
スポーツ課

ごみ減量推進
課

外国人世帯が理解しやすい環境づくりに努め、ごみ減
量及び資源化への周知徹底を行うため、ごみ分別マ
ニュアルを改訂し多言語分別マニュアルの配布及びス
マートフォン向けごみアプリへの掲載を行った。ま
た、日本語教室への出前講座を行った。

A B A

平成29年度に外
国人向けの多言語
ごみ分別マニュア
ルの改訂が完了し
平成30年度に配
布及びスマート
フォン向けごみア
プリの掲載を行
い、外国人世帯へ
の更なるごみの減
量と資源化への市
民周知を進めてい
る。

徐々に増えている外国人世帯
に市のごみ分別の理解を得
て、ごみの減量化・資源化を
継続する。

企画課

清瀬国際交流会において「きよせにほんごきょうし
つ」を実施している。（学習者延べ1591人）また東
京都外国人支援第10ブロック会議において、第10ブ
ロック内の日本語教室マップを作成している。

A A

               【プランの理解度】　　　　　　　 A…プランの趣旨を理解している　　B…プランの趣旨と当事業の関連性が、よく理解できなかった

日本語学習支援ボランティア
養成講座が終了後、この方々
が清瀬市内で活躍するシステ
ムを企画課、男女共同参画セ
ンター等で構築する必要があ
る。

秘書広報課

多様な言語文化を持つ方々への生活情報の提供や相談
窓口に接することができるような配慮の一環として、
多言語対応デジタルブックのアプリケーションを導入
した。
これにより、広報紙等の媒体を英語・中国語（簡体
字、繁体字）・韓国語・タイ語・ポルトガル語・スペ
イン語・ベトナム語に翻訳できるようになった。

B A
導入したアプリケーションを
効果的に活用し、幅を広げて
いく。

企画課

多言語化、やさしい日本語を使った刊行物の発行は各
部署で対応しているが、東京都外国人支援第10ブ
ロック会議（近隣５市連携）においてやさしい日本語
のセミナーを開催している。

A B B
近隣５市の連携事業を活用
し、やさしい日本語セミナー
などの開催を検討する。

２外国人住民への
生活情報の提供

防災防犯課

【防災ハザードマップ増刷】
　市が発行するハザードマップは多言語表示に対応し
ているが、今年度新たに増刷し、一層の周知を図った
増刷部数：2,000部　予算：75,600円

【コミュニケーション支援ボードの活用】
　外国人が避難所での生活を快適に行えるよう、最低
限のコミュニケーションを可能とするためのコミュニ
ケーション支援ボードを各小中学校避難所へ設置した
（Ａ３ラミネート判）。水防訓練・防災訓練時の受付
の際も積極的な活用を行い、外国人住民への情報提供
に努めた。　水防訓練：600人　防災訓練：300人

A B

引き続き上記取組を継続する
とともに、ハザードマップの
更新がある際に、更なる多言
語化など検討していく。

外国語世帯への家
庭訪問の際、必要
な世帯に配布して
いる。

継続実施する。
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所管課 施策内容　 事  業 理解度 評価 前回 理由 今後に向けて

               【プランの理解度】　　　　　　　 A…プランの趣旨を理解している　　B…プランの趣旨と当事業の関連性が、よく理解できなかった

               【前回までの評価（自己評価）】　 A…進んでいる　　B…やや進んでいる　　C…進んでいない

　男女平等推進プラン　進捗状況調査結果　　【目標2 -課題3】

                   目　　標 2 人権の尊重とあらゆる暴力の防止

                   課　　題　 3 困難を抱えやすい人々が安心して暮らせる環境の整備

                   施　　策　 3 障害者に対する性差に配慮した支援

男女共同参画
センター

アイレックまつりの講演「男と女の間には～弁護士が
見た、家族のかたち～」（10月6日講師：打越さく
良氏、７４名）
同まつり10月7日「映画私はマララ」（字幕上映）
国境なき医師団生村悦子氏によるトーク（166名）

人権週間記念事業「セクハラはなぜ繰り返されるの
か？」（11月18日講師：望月衣塑子氏、66名）

防災講座「大規模災害！大切な家族の命をどう守
る？」（2月19日講師：国崎信江、84名）
に手話通訳をつけた。

Msスクエア93号、94号に音訳CDを作成。

A B

聴覚障害（手話通訳）を適切
な機会には設定していく。手
話通訳と情報誌の音訳以外の
支援の仕方について検討して
いきたい。

指導課

特別支援教育推進計画第4次実行計画を策定した。

小学校6校で特別支援教室を開設し、小学校全校に設
置が完了した。
中学校5校に特別支援教室を開設するための準備を
行った。
担当教員らによる小学校特別支援教室連絡協議会を年
間11回、小学校特別支援教室専門員連絡会を年間5
回、特別支援教育コーディネーター連絡協議会を年間
4回開催した。

A A A
清瀬市特別支援教
育推進計画に基づ
き事業を進めた。

現状維持で継続していく。

障害福祉課

市が設置している身体障害者相談員及び知的障害者相
談員を女性に委託することで、障害のある女性からの
相談に対して適切な対応が可能となっている。

男女の視点と課題を学ぶ研修については、内容や手法
について検討を行っている段階である。

A C B

相談員が女性であ
ることから、女性
の視点での相談支
援は行えている
が、プランに位置
付けられている研
修については開催
できていない。

当該研修について実施に向け
た検討を行う。

               【今回の評価（自己評価）】　　　 A…十分な取組みができた　　B…ある程度の取組みができた　　C…ほとんど取り組めなかった　　Ｄ…取り組めなかった

A A A
清瀬市特別支援教
育推進計画に基づ
き事業を進めた。

現状維持で継続していく。

障害福祉課

障害のある女性は、障害ゆえの困りごとのほか、家事
や育児も重なることで過度の負担を抱えやすい。その
ような場合には、当事者の家庭訪問などを行い、丁寧
な状況把握に努めたうえで、適切なサービスを支給し
ている。

A A

障害のある女性が
困難を抱えている
場合は、状況把握
に努めたうえで各
種サービスの提供
などを行い早期解
決を図っている。

今後も同様の取り組みに努め
る。

１障害児・者に対
する情報提供の充
実

２障害児・者に対
する教育の充実

３男女共同参画の
視点による障害児
課題の把握

４人権・男女共同
参画の視点からの
調査、課題把握

５支援者への男女
の視点を啓発する

指導課

特別支援教育推進計画第4次実行計画を策定した。

小学校6校で特別支援教室を開設し、小学校全校に設
置が完了した。

中学校5校に特別支援教室を開設するための準備を
行った。

担当教員らによる小学校特別支援教室連絡協議会を年
間11回、小学校特別支援教室専門員連絡会を年間5
回、特別支援教育コーディネーター連絡協議会を年間
4回開催した。
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所管課 施策内容　 事  業 理解度 評価 前回 理由 今後に向けて

スポーツに親しむ
機会は、施設改修
といったハード面
も必要であるが、
誰もが参加できる
というソフト面も
大切である。

事業推進にはス
タッフの協力が不
可欠であり、すべ
てのスタッフが施
策目標を理解し、
運営にあたり、事
業が継続されてい

東京2020大会開催により、
パラスポーツへの取り組みが
注目されている。多摩26市
が連携し、今年度新たに
ニュースポーツでありパラ競
技の正式種目である「ボッ
チャ大会」が開催されること
となった。

当市においても大会開催によ
る一過性のイベントとせず、
『レガシー』として、今後も
誰もが参加できる環境整備を
推進していく。

A B

生涯学習スポーツ課をはじめ、体育協会、スポーツ推
進委員が主催するスポーツ競技の大会において、健常
者も障害者も誰もが参加できる環境を整えている。

陸上記録会での車いすの児童の参加やマラソン大会で
の介助者として伴走するなど、スタッフの協力により
誰もがスポーツに取り組む環境づくりを実施してい
る。

また、ニュースポーツによる障害者のスポーツ大会も
継続して実施しており、スポーツを通じた交流の場と
して推進している。

障害福祉課

生涯学習スポーツ課と協働し、市内知的障害者通所施
設を対象にスポーツ交流会を開催した。種目は男女問
わず楽しめるスカットボールを行い、前年度同様6事
業所が参加した。事前練習会は96名、本番は166名
が参加した（職員含む）。

                   課　　題　 3 困難を抱えやすい人々が安心して暮らせる環境の整備

                   施　　策　 3 障害者に対する性差に配慮した支援

　男女平等推進プラン　進捗状況調査結果　　【目標2 -課題3】

                   目　　標 2 人権の尊重とあらゆる暴力の防止

               【プランの理解度】　　　　　　　 A…プランの趣旨を理解している　　B…プランの趣旨と当事業の関連性が、よく理解できなかった

               【前回までの評価（自己評価）】　 A…進んでいる　　B…やや進んでいる　　C…進んでいない

               【今回の評価（自己評価）】　　　 A…十分な取組みができた　　B…ある程度の取組みができた　　C…ほとんど取り組めなかった　　Ｄ…取り組めなかった

６障害者スポーツ
の普及と発展を通
じて社会参加を進
める

A A B

スポーツ交流会を
行うことで、異な
る施設に通う障害
者が男女問わず交
流できる機会を創
出した。参加者は
年々増えており、
イベントとして定
着している。

定番となった本事業を継続実
施し、東京2020大会に向け
て障害者スポーツの振興に努
める。

生涯学習
スポーツ課

新庁舎建設室
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等バリアフリーの



所管課 施策内容　 事  業 理解度 評価 前回 理由 今後に向けて

　男女平等推進プラン　進捗状況調査結果　　【目標2 -課題3】

                   目　　標 2 人権の尊重とあらゆる暴力の防止

                   課　　題　 3 困難を抱えやすい人々が安心して暮らせる環境の整備

                   施　　策　 4 子どもの安全、自立、参画の推進

児童センター 事業実績なし

子育て支援課
日々の遊びや保育の中で自立心や社会性を育む指導を
行っている。

A B
各年齢に合わせた
活動が出来てい
る。

より質の高い保育を実施する
ため、研修会等に参加し、保
育士のスキルアップに努め
る。

今後も同様の取り組みに努め
る。

指導課

児童センター
２地域の関連機関
との連携の強化

事業実績なし

男女共同参画
センター

アイレックまつりで映画「わたしはマララ」の上映に
より、女子に対する教育の権利を啓発した。アフタ―
トークとして「国境なき医師団」の活動と途上国の女
の子の現状、国際協力の在り方について学んだ。
（10月7日実施、166名参加）
Msスクエア94号では特に大学生など若い世代からの
「性的同意（セクシュアル・コンセント）」について
の発信について2例取り上げた。

A B

子どもの困難な状
況、10代～20代
の動きについて、
男女共同参画の視
点が必要とされ、
生かされているこ
とも多いため、市
民に伝えていく機
会とした。

継続的に子どもの困難な状
況、若者の発信について情報
提供・学習の機会をつくって
いく

各学校に窓口の設置。

東京都事業によるスクールカウンセラーの配置（全
校）。

スクールソーシャルワーカーの派遣。

東京都の方針に基づき、副籍制度の推進に努めた。

A A

養護教諭等を指定
するとともにス
クールカウンセ
ラーやスクール
ソーシャルワー
カーも相談窓口と
して機能してい
る。

研修会や巡回等を
通して、副籍制度

現状維持で継続していく。

               【前回までの評価（自己評価）】　 A…進んでいる　　B…やや進んでいる　　C…進んでいない

               【今回の評価（自己評価）】　　　 A…十分な取組みができた　　B…ある程度の取組みができた　　C…ほとんど取り組めなかった　　Ｄ…取り組めなかった

１子どもの自立と
社会参加の支援

３困難な状況を抱
えた子どもへの理
解

               【プランの理解度】　　　　　　　 A…プランの趣旨を理解している　　B…プランの趣旨と当事業の関連性が、よく理解できなかった

地域包括ケア
推進課

対象外の為未回答

障害福祉課

障害を理由とするひきこもりや貧困については、障害
福祉課が主体的に相談支援やサービス提供を決定し、
早期解決に向けて取り組んでいる。ひきこもりが長期
化している方は精神的な疾患を抱えていることが多い
ため、自立支援医療制度を利用した精神科受診を勧め
るとともに多摩小平保健所など関係機関と連携して対
応に当たっている。

経済的困窮や家庭環境の複雑化については、障害福祉
課だけでは解決できないことから、生活福祉課や子ど
も家庭支援センターなど関係各課と緊密な連携を図っ
ている。

A A

支援に当たって
は、障害福祉課が
所管する制度を活
用しているほか、
内外の関係各課と
緊密に連携して早
期解決に取り組ん
でいる。
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所管課 施策内容　 事  業 理解度 評価 前回 理由 今後に向けて

　男女平等推進プラン　進捗状況調査結果　　【目標2 -課題3】

                   目　　標 2 人権の尊重とあらゆる暴力の防止

                   課　　題　 3 困難を抱えやすい人々が安心して暮らせる環境の整備

                   施　　策　 5 高齢者の安心と自立の支援

高齢支援課
１高齢者の生活と
活動の場の充実

主に一人暮らしの高齢者を対象とした、シルバーピア
（都営高齢者住宅150部屋、民間借上げ高齢者住宅
15部屋）に生活協力員を配置し、高齢者に対して自
宅で安心に暮らせるよう生活支援を行った。また、シ
ルバーハイツ（民間借上げ高齢者住宅2棟20部
屋）・高齢者優良賃貸住宅（1棟13部屋）について
も低家賃で提供し生活支援を行った。※部屋数は提供
可能数

シルバー人材センター（高齢者の就業機会の確保のた
めシルバー人材センターの運営管理に関する補助をし
た。）※参加費無料

年度末会員数　男556人　女337人　合計　893人
　　　　　　（62.3%） （37.7%）
平均年齢　　　75.3歳　　73.9歳　  平均74.4歳
補助額　26,073,000円

Ａ B B

一人暮らしなどの
高齢者が安心して
暮らせるために、
生活協力員の配
置、機械警備、低
家賃などで高齢者
の生活支援の充実
を図った。

シルバー人材セン
ターには高齢者の
経験や能力を活か
して就労できるよ
う運営に関する補
助を行った。

高齢者が自宅で安心して暮ら
しせるための住宅環境の推進
を図り、生活支援を行う。

高齢者となっても社会参加で
きるよう就労や地域活動の場
の充実を図る。

老人クラブ（老人クラブの健康を進める・生きがいを
高める・社会奉仕等の活動を行うための助成をし
た。）
老人クラブ連合会（900,000円）及び23クラブ
（6,998,000円）へ助成
主な活動の参加人数等
スポーツ大会（2回） 延べ290人　体力測定会　延
べ56人
芸能大会　　　　　　延べ500人   講座（3回）延べ
125人

よろず健康教室（軽体操・ストレッチ・脳トレーニン
グなどで、高齢者の健康づくりや交流ができる場を
作った。）
開催箇所 9か所　開催回数 489回　参加延べ人数
8,139人

A B

老人クラブ、よろ
ず健康教室と事業
形態は違うもの
の、高齢者の活動
支援や介護予防の
充実などを図っ
た。

老人クラブ、よろず健康教室
ともに、高齢者に対して有意
義な事業であるため、今後も
拡充・拡大を含め継続し推進
を図る。

地域包括ケア
推進課

３高齢者相談窓口
の充実

高齢者に関する、ワンストップサービスを行い、相談
者の主訴を的確に把握し、必要な部署へつなぐよう対
応した。
相談希望の方に不快な思いを感じさせないようにし
た。
地域包括支援センター職員向けのマニュアルを整備し
た。
各種研修案内を4包括支援センターで共有し、必要時
は受講した。

A A

包括支援センター
の職員が訪問等で
センターに不在に
なる際、今までは
留守番電話対応で
あったため、相談
をしなかった方が
いたが、委託を受
託している法人が
電話相談を代わり
に受けるようにし
た。

地域包括支援センター向けの
研修に参加をしていく。

               【プランの理解度】　　　　　　　 A…プランの趣旨を理解している　　B…プランの趣旨と当事業の関連性が、よく理解できなかった

地域包括ケア
推進課

４高齢支援策の周
知・啓発

地域包括支援センターパンフレット、きよせ認知症ガ
イドブック、みんなの安心介護保険等の冊子等を用い
て成年後見制度等、情報提供、周知を図った。

A B

各事業において、
認知症ガイドブッ
ク等を配布した。
また、認知症ガイ
ドブックは市内病
院、薬局、市民セ
ンター等に配布
し、広く市民に触
れるようにした。

継続して、配布等を行い、周
知を図っていく。

地域包括ケア
推進課

５高齢者虐待の防
止

　清瀬市高齢者健康づくり・介護予防推進委員会の専
門部会（権利擁護推進部会）で、地域包括支援セン
ターが行う取り組みについて検討を行った。
【実施状況】
専門部会（権利擁護推進部会）開催回数　3回

　地域包括支援センターで高齢者虐待が認められた場

A A

平成30年度包括
に虐待疑いの通報
があったうち、ケ
アマネジャーから
の通報が全体の
38％であった。
またケアマネ

協力が得られるよう、会議等
の場面で、PRしていく。

高齢支援課
２高齢者がいきい
きと生活するため
の支援
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               【前回までの評価（自己評価）】　 A…進んでいる　　B…やや進んでいる　　C…進んでいない

               【今回の評価（自己評価）】　　　 A…十分な取組みができた　　B…ある程度の取組みができた　　C…ほとんど取り組めなかった　　Ｄ…取り組めなかった



所管課 施策内容　 事  業 理解度 評価 前回 理由 今後に向けて

産業振興課
関係機関作成のパンフレットの配布等を行うほか、農
業者に対しては認定農業者制度及び家族経営協定（共
同経営者）の周知を行った。

Ａ Ｂ
関係団体などに協
力をいただき周知
等行った。

引き続き周知等を行い、より
良い周知方法として市内農業
者、商工会、商店街などの関
係機関等への協力体制などを
検討していく。

               【前回までの評価（自己評価）】　 A…進んでいる　　B…やや進んでいる　　C…進んでいない

               【今回の評価（自己評価）】　　　 A…十分な取組みができた　　B…ある程度の取組みができた　　C…ほとんど取り組めなかった　　Ｄ…取り組めなかった

33

               【プランの理解度】　　　　　　　 A…プランの趣旨を理解している　　B…プランの趣旨と当事業の関連性が、よく理解できなかった

２家庭における性
別役割分担意識の
見直し

                   施　　策　 1 家庭における男女平等の推進

健康推進課

乳幼児救急講座：3回、実数・延数88人

育児講座：1回、実数・延数21人

両親学級：12回、参加者父　実数69人、延数91
人、
母実数83人、延数141人 合計 実数152人、延数
232人
　
妊産婦訪問、新生児訪問・母子保健推進員訪問・未熟
児訪問を合わせた「こんにちは赤ちゃん事業」の実
施：
対象者440件、訪問件数437件、訪問率99.3％

乳幼児健康診査：36回、1560人
　
離乳食・幼児食教室：14回、140人

親子歯科健診・親子歯磨き教室：78回、1471人

1歳児子育て相談会：12回、親189人、子185人

Ａ A Ｂ

親が健康的な生活習慣に気づ
き、子どもの個性にあった発
達・発育を促すことができる
ように啓発活動を行う。

男女共同参画
センター

年２回発行の女性広報誌「Ms.スクエア」（市内約
35,000世帯全戸配布）を通じ男女平等社会の一層の
推進を目指して情報提供・啓発・広報活動を行った。
また、「男女平等推進条例子どもガイドブック」を市
内小学5年生に配布し、「子どもが作った人権かる
た」の制作・展示を行った。男性の生き方を考える講
座「最期まで住み慣れた街でくらしていくために
2018」（11月10日、12月1日開催、のべ44名参
加）で介護について考えた。

Ａ A B

                   目　　標 3 あらゆる分野における男女平等参画の推進

                   課　　題　 1 男女共同参画の意識を高める教育・学習の推進

１性別にとらわれ
ない子育て知識技
術の普及

　男女平等推進プラン　進捗状況調査結果　　【目標３ -課題１】

育児・しつけ相談
において、性別に
とらわれない子育
ての役割について
普及・啓発を行っ
ている。

継続実施していく。

人権かるたや講座等の事業を
継続的に行い、時代の要請と
市民の関心に応じた切り口で
啓発を推進する。

子ども家庭支
援センター

性別にとらわれない乳幼児の養育知識・技術の向上を
図ります。
総合相談事業
　相談件数　　　　　　2,279件
　　内女性　　　　　　1,669件
　　内男性　　　　　　　610件

　育児・しつけ相談　　　  71件　82回

Ａ Ｂ



所管課 施策内容　 事  業 理解度 評価 前回 理由 今後に向けて

６子どもへの食育
の推進

               【プランの理解度】　　　　　　　 A…プランの趣旨を理解している　　B…プランの趣旨と当事業の関連性が、よく理解できなかった

               【前回までの評価（自己評価）】　 A…進んでいる　　B…やや進んでいる　　C…進んでいない

               【今回の評価（自己評価）】　　　 A…十分な取組みができた　　B…ある程度の取組みができた　　C…ほとんど取り組めなかった　　Ｄ…取り組めなかった

指導課

34

指導課
２キャリア教育、
進路指導の充実

各校の進路指導主任とキャリア教育担当者らによる
キャリア教育担当者会を年間4回開催し、キャリア教
育全体計画・年間指導計画について共通理解を図っ
た。

A A A

進路指導を年間の
学習指導計画に組
み込み、計画的に
指導した。

現状維持で継続していく。

指導課

３男女共同参画の
視点による隠れた
カリキュラムの点
検と改善

文部科学省や東京都からの、啓発に関する情報提供は
速やかに行い、周知徹底するよう努めた。

A B B

学習指導要領に基
づき各校で適正に
行っている。

教員向けには計画
的に研修を行って
いる。

現状維持で継続していく。

あらゆる分野における男女平等参画の推進

男女平等の視点を伝える学校教育・学習の実践

　男女平等推進プラン　進捗状況調査結果　　【目標３ -課題１】

                   目　　標 3

                   課　　題　 1 男女共同参画の意識を高める教育・学習の推進

                   施　　策　 2

指導課
４性感染症などに
関する情報提供

体育、保健体育の授業を通して、児童・生徒へ正しい
知識を身に付けさせた。

A A A

学習指導要領に基
づき各校で適正に
行っている。

教員向けには計画
的に研修を行って
いる。

現状維持で継続していく。

５性の多様性をめ
ぐる理解の推進

食育研修「和食器を活用した食育の実践について」を
実施した。
文部科学省や農林水産省、東京都からの啓発に関する
情報提供は速やかに行い、周知徹底するよう努めた。

A A

各校で食育に関す
る全体計画及び年
間指導計画を策定
し、計画的に取り
組んでいる。

現状維持で継続していく。

子育て支援課

園児食事指導
　季節の食品・食事のマナー・食具の使い方・行事へ
の取り組みなど
　回数・毎給食時、対象者・在園児、予算・賄費に含
む

　各園クラス毎に対象年齢に合わせた内容の食育指導
を実施
　回数・年1回、対象者・2～5歳児、予算・賄費に
含む

食育展の実施
　私立保育園と共に3課（学務・健推・子育て）での
取り組み
　回数・年1回、対象・市民、予算・運営費消耗品費
より

指導課
体育、保健体育の授業を通して、児童・生徒へ正しい
知識を身に付けさせた。

A B

学習指導要領に基
づき各校で適正に
行っている。

教員向けには計画
的に研修を行って
いる。

現状維持で継続していく。

A B B

各保育園に栄養士
がいることで、き
め細やかな食事指
導や摂食に関する
勉強会等が出来て
いる。

各年齢に合わせた調理保育や
毎日の給食を教材とした指導
を繰り返し行うことで、食に
対する関心を高め、知識を体
得できるようにする。
研修会等に参加し、指導者の
意識の向上に努める。



所管課 施策内容　 事  業 理解度 評価 前回 理由 今後に向けて

                   施　　策　 2 男女平等の視点を伝える学校教育・学習の実践

６子どもへの食育
の推進

　男女平等推進プラン　進捗状況調査結果　　【目標３ -課題１】

                   目　　標 3 あらゆる分野における男女平等参画の推進

                   課　　題　 1 男女共同参画の意識を高める教育・学習の推進

D
子育て支援課課独
自での事業は実施
していないため。

公立園の職員については、職
員課が主催する研修への参加
を促す。

私立園の職員については、市
民向けの研修事業を紹介して
いく。

               【前回までの評価（自己評価）】　 A…進んでいる　　B…やや進んでいる　　C…進んでいない

               【今回の評価（自己評価）】　　　 A…十分な取組みができた　　B…ある程度の取組みができた　　C…ほとんど取り組めなかった　　Ｄ…取り組めなかった
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健康推進課

（乳幼児健康診査：36回、1563人。離乳食・幼児
食教室：14回、140人。両親学級：6回、87人。親
子歯科健診・親子歯磨き教室：44回、448人。１歳
児子育て相談・育児相談会：18回、208人。幼稚園
の出張講座：2園、366人）において食育や正しい食
習慣づくりの事業を実施。簡単おすすめレシピのホー
ムページ掲載や市報等での食育啓発。農業まつりと同
日開催で、きよせ食育展を実施。

A A

平成30年3月「清瀬市食育推
進計画（第2次清瀬市健康増
進計画）」が策定された。こ
れを基に今後も食育や正しい
食習慣づくりについて啓発す
る。

A A

文部科学省や東京
都からの、啓発に
関する情報提供は
速やかに行い、周
知徹底するよう努
めている。

現状維持で継続していく。

実績なし

産業振興課

農作物等の栽培及び収穫体験など、地域の農業者及び
教育委員会等と協力し、中学生職場体験授業で、農業
体験の受け入れを実施した。

市内中学校５校で実施　受入農業者延べ48軒、体験
生徒数143名

A B B

学校のカリキュラ
ムの関係で一部熱
中症の心配のある
時期に農業体験を
実施し、体験時間
の短縮などがあ
り、ある程度の取
り組みとなった。

農業体験は、実施時期によっ
て熱中症や農産物の閑散期、
天候不順により作業ができな
い等のが想定される。関係機
関と調整し実施を継続してい
く。

               【プランの理解度】　　　　　　　 A…プランの趣旨を理解している　　B…プランの趣旨と当事業の関連性が、よく理解できなかった

男女共同参画
センター

７男女平等教育の
明確な位置づけに
基づく学校教育の
推進

「男女平等推進条例子どもガイドブック」を市内小学
5年生に配布し、「子どもが作った人権かるた」の制
作・展示を行った。出前講座（2月16日、清瀬第三
小学校6年1組、2組にて実施）で人権教育の授業を
行った。

A A

継続事業である、
ガイドブック配
布、人権かるた実
施に加えて、小学
校への出前講座が
実現した。

人権かるた、出前授業等もっ
と積極的に学校で活用してい
ただけるように内容や周知方
法について検討する。

指導課
８教職員に対する
研修の充実

初任者研修において啓発を行った。

文部科学省や東京都からの、啓発に関する情報提供は
速やかに行い、周知徹底するよう努めた。

子育て支援課
９幼児教育関係者
への研修の実施

A



所管課 施策内容　 事  業 理解度 評価 前回 理由 今後に向けて

               【前回までの評価（自己評価）】　 A…進んでいる　　B…やや進んでいる　　C…進んでいない

               【今回の評価（自己評価）】　　　 A…十分な取組みができた　　B…ある程度の取組みができた　　C…ほとんど取り組めなかった　　Ｄ…取り組めなかった
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生涯学習
スポーツ課

３社会教育講座に
おける男女平等意
識の充実

生涯学習に関する講座は高齢者向け及び一般向けとし
て４月から３月まで１年間をとおして実施しており、
内容も世界遺産や歴史に関するものから脳トレやヨガ
など様々な分野にわたっている。参加者数は延べ
4000名を超え、市民の生涯学習の機会を提供してい
る。多くの講座を開催しているが、平成30年度に
あっては、男性に特化した男女共同参画に関連する内
容の講座は実施していない。

Ａ Ｂ B

平成29年３月に
は男性の育児参加
を目的とした講座
を実施したが、そ
の後は施策目標に
特化した内容の生
涯学習講座は実施
できていないのが
現状である。

講座の企画立案
は、職員により時
代の市民ニーズに
あった内容で実施
することとなる
が、最近の傾向と
しては趣味・嗜好
の分野が多数を占
めている。当課に
あっては施策目標
を意識することは
重要であると感じ
ているところであ
るが、結果として
実現できていな
い。

しかし、講座内容
に男女平等を否定
するといった内容
のものは実施して
いない。

昨年度は歴史上活躍した女性
の偉人を取り上げた講座を実
施、そして今年度は年度後半
に男性向け講座として裁縫教
室を計画している。

このように、男女平等に特化
した講座の実現は、社会教育
及び生涯学習という広範囲な
内容であることから、複数回
開催は困難であるかもしれな
い。しかしながら、その内容
に男女平等の視点を入れるこ
とは十分可能性があり、意識
していかなければならない。

男女共同参画
センター

２男女共同参画に
関する情報発信・
提供の充実

年２回発行の女性広報誌「Ms.スクエア」（市内約
35,000世帯全戸配布）を通じ男女平等社会の一層の
推進を目指して情報提供・啓発・広報活動を行った。
それぞれ「Mr.スクエアの選択～「男はつらいよ」か
ら「自分らしく一歩」を～」「リーダーにならない？
なれない？～女性の可能性を拓く～」という特集を組
んだ。また、「男女平等推進条例子どもガイドブッ
ク」を市内小学5年生に配布し、「子どもが作った人
権かるた」の制作・展示を行った。
図書コーナー・切り抜き（新聞のスクラップ）掲示等
サポーターの協力を得ながら、拠点施設を活かした情
報提供を行った。

Ａ A

事業案内、施設案内等、広報
については継続的に取り組
み、Ms.スクエア等でも効果
的な情報発信を行う。

B

男女共同参画の意識を高める教育・学習の推進

                   施　　策　

A B

男女共同参画の発信拠点とし
てのミッションを自覚し、市
民の関心や社会に動向をみな
がら必要とされる学習・情報
提供の機会を更なる平等の推
進と様々な交流等を図ってい
く。

3 生涯を通した男女平等を進める学習の場の推進

男女共同参画
センター

１男女共同参画の
啓発事業の推進

男女共同参画を中心にした講座の開催、各種相談事
業、男女共同参画センター運営委員会、男女平等推進
委員会、配偶者等からの暴力対策協議会という３つの
会議体、女性情報誌（Ms.スクエア、年２回発行）、
男女共同参画にかかわる講座・学習機会の実施、地方
創生推進交付金事業等、男女平等推進を目的とした事
業を展開した。

Ａ

                   目　　標

                   課　　題　 1

　男女平等推進プラン　進捗状況調査結果　　【目標3 -課題１】

               【プランの理解度】　　　　　　　 A…プランの趣旨を理解している　　B…プランの趣旨と当事業の関連性が、よく理解できなかった

3 あらゆる分野における男女平等参画の推進

本年度から始まっ
た地方創生推進交
付金事業は「子育
てしやすいまち清
瀬」で女性が輝く
働く場活性化事業
として女性起業活
性化、社会課題解
決型社会起業の支
援強化、女性の多
様な働き方の支援
を三本の柱に男女
共同参画を推進す
る。



所管課 施策内容　 事  業 理解度 評価 前回 理由 今後に向けて

大学と連携しての
講座等、開催した
こともあったが今
年度については実
施に至らなかっ
た。

ソーシャル・ネットワーク・
ラボの連携を強化していく。
その他にも連携の形を検討し
ていきたい。

男女共同参画
センター

５大学等と連携に
よる男女共同参画
事業の充実

地方創生交付金事業のひとつであるソーシャル・ネッ
トワーキング・ラボの中に社会事業大学の地域連携研
究者グループの参加を得た。また同大学のLGBTグ
ループとの情報交換を行った。

A

               【前回までの評価（自己評価）】　 A…進んでいる　　B…やや進んでいる　　C…進んでいない

               【今回の評価（自己評価）】　　　 A…十分な取組みができた　　B…ある程度の取組みができた　　C…ほとんど取り組めなかった　　Ｄ…取り組めなかった
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B B

               【プランの理解度】　　　　　　　 A…プランの趣旨を理解している　　B…プランの趣旨と当事業の関連性が、よく理解できなかった

企画課 B

きよせボランティア・市民活動センターにおいて、
「ボランティア・市民活動登録団体連絡会（参加：
14団体）」や「ボランティアのつどい（参加：24
名）」など市民活動のネットワーク事業を実施

A A
市報やＨＰで事業の開催周知
や会場の提供等、団体活動の
協力支援を継続する。

引き続き、多様な立場の市民
と協働で運営を行っていく。

各校区の会議やイベント、セ
ミナー開催について継続して
運営支援していく。

企画課

各小学校単位で円卓会議を開催している。それぞれの
校区で特色を活かし、イベントやセミナーの開催、情
報交換など様々な方法で地域課題の解決に資する取り
組みを行っている。立場や年齢、性別など越えた多様
な地域の住民が参画している。

A A B

企画課

　男女平等推進プラン　進捗状況調査結果　　【目標3 -課題1】

１多様な分野・役
割を通した市民活
動の推進

まちづくり委員会（20名）、平和祈念展等実行委員
会（16名）、きよせ市民まつり実行委員会（46名）
において事業の企画運営を行っている。

A B B

                   課　　題　 1 男女共同参画の意識を高める教育・学習の推進

                   施　　策　 4 地域活動、市民協働の推進

                   目　　標 3 あらゆる分野における男女平等参画の推進

２地域における市
民協働の推進

４多文化交流の推
進



所管課 施策内容　 事  業 理解度 評価 前回 理由 今後に向けて

               【プランの理解度】　　　　　　　 A…プランの趣旨を理解している　　B…プランの趣旨と当事業の関連性が、よく理解できなかった
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Ａ Ａ
男女共同参画

センター
３情報受発信能力
の育成

Msスクエア編集委員（元も含む）による「ワーク
ショップ　女性活躍時代の市民編集委員チームによる
広報誌のつくり方」を国立女性教育会館のフォーラム
にて実施した（8月30日参加者27名）を実施し好評
を得た。

女性起業支援講座として「ブログ×SNSで集まる
WEBマーケティングセミナー」（9月29日、講師：
滝田加奈子、参加者43名）を実施した。

プロから学ぶ「文章講座」（10月20日、11月1
日、11月15日実施、のべ54名参加）において情報
発信を学んだ。

学習指導要領に基づく教育課程の実施により適正に行
われている。

Ａ Ａ A
学習指導要領に基
づき、各校で適正
に実施している。

現状維持で継続していく。

特に市民自身が
ファシリテーター
として企画立案・
実施したNWEC
の事業は、地方自
治体の広報誌担当
職員等の参加もあ
り、女性の視点で
の情報とは何か、
市民参加のスキル
等について、実践
的に学んでもらう
ことができた。

市民の要望やニーズを組み入
れた様々な講座等事業を展開
したい。

情報発信能力の育成                   施　　策　 1

指導課
１学校教育におけ
る情報教育の推進

学習指導要領に基づく教育課程の実施により適正に行
われている。

Ａ Ａ A
学習指導要領に基
づき、各校で適正
に実施している。

現状維持で継続していく。

指導課
２学校教育におけ
る情報技術向上の
推進

                   目　　標 3 あらゆる分野における男女平等参画の推進

                   課　　題　 2 メディア・刊行物における男女平等と人権の尊重

　男女平等推進プラン　進捗状況調査結果　　【目標３ -課題２】

               【前回までの評価（自己評価）】　 A…進んでいる　　B…やや進んでいる　　C…進んでいない

               【今回の評価（自己評価）】　　　 A…十分な取組みができた　　B…ある程度の取組みができた　　C…ほとんど取り組めなかった　　Ｄ…取り組めなかった



所管課 施策内容　 事  業 理解度 評価 前回 理由 今後に向けて

                   目　　標 3 あらゆる分野における男女平等参画の推進

　男女平等推進プラン　進捗状況調査結果　　【目標3 -課題2】
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現状で維持。秘書広報課
１市の広報におけ
る男女平等の視点
の導入

現在、市民編集委員を担っていただいている５人の女
性に、市の行事などに参加、取材していただき、女性
の視点・市民の視点で『市民ルポルタージュ』の記事
原稿を執筆していただいている。

A B B

               【プランの理解度】　　　　　　　 A…プランの趣旨を理解している　　B…プランの趣旨と当事業の関連性が、よく理解できなかった

               【前回までの評価（自己評価）】　 A…進んでいる　　B…やや進んでいる　　C…進んでいない

               【今回の評価（自己評価）】　　　 A…十分な取組みができた　　B…ある程度の取組みができた　　C…ほとんど取り組めなかった　　Ｄ…取り組めなかった

                   課　　題　 2 メディア・刊行物における男女平等と人権の尊重

                   施　　策　 2 人権・男女平等の視点でのメディアリテラシーの推進

B 現状で維持。

男女共同参画
センター

３人権・男女共同
参画の視点からの
メディアリテラ
シーの推進

男女共同参画週間記念講演「メディアに惑わされない
食生活～男女の視点で考える食の情報～」（6月13
日実施、18名参加）においてメディアリタラシーを
学んだ。プロから学ぶ「文章講座」（10月20日、
11月1日、11月15日実施、のべ54名参加）におい
て情報発信を学んだ。

人権週間記念事業「セクハラはなぜ繰り返されるの
か？」（11月18日望月衣塑子氏、12月12日金子雅
臣氏）においてセクハラを中心にしたマスメディアや
被害者バッシングの実情や変化を知る講座を実施し
た。

新採用職員研修（10月31日講師：アイレックセン
ター長）にて自治体関連の情報発信での昨今の問題事
例を取り上げ、男女共同参画の視点と情報発信につい
て学習した。

A B B
市民の要望と社会にニーズに
応じた効果的な講座等事業を
展開したい。

秘書広報課

２市の広報刊行物
等における男女平
等の視点と参画の
推進

世界を結核から守る“きよせ国際会議”を開催
６月３０日（土）実施。50名程度参加。
結核予防会・結核研究所・日本ＢＣＧ製造㈱との共催
による。

広告用ブックカバーの作成
９月２４日～３０日の結核予防週間に、結核予防会と
の連携により、都内三省堂書店で　広告用ブックカ
バーの配布を行った。（総額の１／２を結核予防会が
負担）

A B

学習指導要領に基
づき、各校で適正
に実施している。

現状維持で継続していく。指導課
４人間尊重の視点
育成と、暴力防止
のための情報教育

学習指導要領に基づく教育課程の実施により適正に行
われている。

A A



所管課 施策内容　 事  業 理解度 評価 前回 理由 今後に向けて

                   目　　標 3 あらゆる分野における男女平等参画の推進

               【プランの理解度】　　　　　　　 A…プランの趣旨を理解している　　B…プランの趣旨と当事業の関連性が、よく理解できなかった

               【前回までの評価（自己評価）】　 A…進んでいる　　B…やや進んでいる　　C…進んでいない

               【今回の評価（自己評価）】　　　 A…十分な取組みができた　　B…ある程度の取組みができた　　C…ほとんど取り組めなかった　　Ｄ…取り組めなかった

図書館協議会委員の男女比率
を考慮し、女性委員は委員定
数の3割以上になるよう積極
的に選任に努める。児童文庫
関係者や育児などの専門的な
知識や経験者から選任を行
う。

                   課　　題　 3 政策・方針決定過程への男女共同参画の推進

                   施　　策　 1 市政への男女共同参画の推進

清瀬市立図書館協議会委員６名、委員構成は６名のう
ち２名が女性。任期は平成30年度から２年間。会議
回数は年２回開催。視察研修は平成27年にリニュ
アール開館した小平市立仲町図書館（なかまちテラ
ス）に視察を行った。委員報酬は予算化している（会
議1回分）。

委員の人選に際して性別を最
優先にしている訳ではない
が、教育行政を進めていく上
では女性の視点も重要であ
る。今後も、委員の改選があ
る場合においては、性別に著
しく偏りが出ないよう、配慮
していく。

図書館

教育委員会は市の
教育行政を自らの
責任と権限におい
て、管理し執行す
る執行機関であ
る。教育委員は、
教育長とともに清
瀬の教育の方針を
決めていく最高意
思決定機関として
の構成員であるこ
とから、その教育
委員の構成比が男
女均等になってい
る意味は大きい。

　男女平等推進プラン　進捗状況調査結果　　【目標３ -課題３】

男女共同参画
センター

男女共同参画センター運営委員会　12名中９名
　
男女平等推進委員会　12名中７名
　
配偶者等からの暴力対策連絡協議会　12名中７名

A A B

男女比率の規定のある委員会
もあるが両性からの意見がバ
ランスよく反映されるように
心掛けていく。

まちづくり課

清瀬市都市計画審議会
会議を2回開催し、地区計画の決定や生産緑地地区等
の変更について市長の諮問を受けて答申を行った。
第1回　出席者　11名（欠席者3名）
第2回　出席者　12名（欠席者2名）

清瀬市財産審議会
会議を3回開催して用地取得や市有地売却等の諮問を
受けて答申を行った。
第1回　出席者　6名
第2回　出席者　6名
第3回　出席者　5名（欠席者1名）

A B Ｃ

都市計画審議会に
ついては、委員改
選時に、女性の人
数を増やすよう努
めた。
（平成30年9月
改選前の女性の数
14名中1名⇒改
選後　14名中2
名）

財産審議会につい
ては、委員の任期
中のため、変更は
していない。
（H29.10.1～R
元.9.30）
次期委員選任時に
女性を委員に登用
するよう努めた
い。

今後も男女の比率についての
バランスを考慮しつつ、委員
の専門性を重視して選任を行
う。

A

郷土博物館

「清瀬市郷土博物館協議会」年1回（2/22）開催・
委員数7名（男5名/女2名）・当初予算56千円
「清瀬市文化財保護審議会」年2回（12/13、
3/22）開催・委員数6名（男男5名/女1名）・当初
予算61千円

A B C

協議会委員につい
ては、２９年度よ
り1名増となって
いる。文化財保護
審議会委員につい
ては、今年度任期
満了による改選が
あり3名の委員が
退任。うち1名が
女性であったが、
新任委員の内1名
女性が委嘱された
ので増減はなしと
なった。

両委員についてはその内容か
ら高い専門性が必要であり、
知識・経験とも豊富な人材が
求められるため、男女比率を
必ずしも同等に持っていくと
なると、委員会自体が成立し
ない恐れもある。今後も可能
な限り広く人材を求めていく
中で、女性委員の拡大を目指
す。

１審議会や各種委
員会等への女性の

登用の推進

教育総務課
教育委員会の意思決定に携わる教育委員について、外
部委員４名のうち１名の更新があり、男女構成比率は
前回と同様に半分となった。

A B A
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所管課 施策内容　 事  業 理解度 評価 前回 理由 今後に向けて

B

委員の選任につい
ては、高度な専門
知識を有する者の
中から選任する必
要があり、法律等
により定められて
いるなかで、可能
な範囲で女性委員
の比率向上に努め
た。

男女共同参画の推進を図るた
め、今後も可能な範囲で女性
委員の比率向上に努めていき
たい。

               【プランの理解度】　　　　　　　 A…プランの趣旨を理解している　　B…プランの趣旨と当事業の関連性が、よく理解できなかった

               【前回までの評価（自己評価）】　 A…進んでいる　　B…やや進んでいる　　C…進んでいない

               【今回の評価（自己評価）】　　　 A…十分な取組みができた　　B…ある程度の取組みができた　　C…ほとんど取り組めなかった　　Ｄ…取り組めなかった

１審議会や各種委
員会等への女性の

登用の推進

　男女平等推進プラン　進捗状況調査結果　　【目標３ -課題３】

                   目　　標 3 あらゆる分野における男女平等参画の推進

                   課　　題　 3 政策・方針決定過程への男女共同参画の推進

                   施　　策　 1 市政への男女共同参画の推進

国民健康保険運営
協議会委員は、法
令において委員構
成が定められてい
るため、その構成
を優先せざるを得
ない（各団体推薦
人に関しては、団
体の意向による）

国民健康保険運営協議会委員
は、法令において委員構成が
定められているため、その構
成を優先せざるを得ない（各
団体推薦人に関しては、団体
の意向による）

文書法制課

清瀬市情報公開、個人情報保護審議会 《委員数５名
（男３名、女２名）》
清瀬市行政不服審査会 《委員数５名（男４名、女１
名）》
固定資産評価審査委員会 《委員数３名（男３名）》

A B

情報政策課

積極的に女性に登
用に努めていると
ころであるが、4
委員会中2つにお
いて女性割合が低
水準に留まってい
る。

委員改選の時期に合わせて、
委員会の趣旨や求められる専
門性を鑑みながら女性割合を
高めるように努める。

財政課

事業名：清瀬市使用料審議会
委員数：10名（男性：4名、女性：6名）

第4次長期総合計画の将来像の1つ「都市格の高いま
ち」の実現に向けて、健全な行財政の確立という目標
のもと、受益者負担の考え方を整理するために清瀬市
認可保育園等の保育料について審議を行った。委員は
学識経験者や公募市民で構成され、全5回の審議会を
開催した。保育料の適正化を図ることで、公平性と透
明性の確保し、次世代を担う子どもが健やかに育つ環
境づくりを推進した。審議会で検討された結果は、
12月に答申として清瀬市長へ提出された。

A A B

委員の半数以上が
女性となったた
め。また、保育の
実施や会議の開催
時間帯を昼夜交互
にするなど、子育
て世代・働く女性
にも参加しやすい
環境整備に努め
た。

引き続き、委員会・審議会を
開催する際は、女性委員が積
極的に参加をできるよう工夫
し、半分程度が女性委員とな
ることを目標として取り組ん
でいく。

A C A

「清瀬市情報化推
進委員会」におけ
る委員構成は、副
市長、各部長並び
に議会事務局長で
あり、当該ポスト
には平成３０年度
には女性は１名で
あった。今後、女
性の管理職の登用
が推進されれば、
それに伴い女性委
員の割合も高くな
るため、今後の状
況を見守りたい。

全庁的な情報化についての議
論・判断をする組織であるた
め、現状の委員構成を変更す
る予定はない。

保険年金課
【清瀬市国民健康保険運営協議会【５回開催、委員定
数17人女性 ４人　男性 11人　合計15人（欠員２
人）】

A Ｄ

事業名：清瀬市情報化推進委員会
回数：３回
参加人数：９名（男：８名、女：１名）

地域包括ケア
推進課

地域包括支援センター運営協議会　女性委員：9/20
人　回数3回　女性参加数：延べ25/60人
地域福祉推進協議会　女性委員：8/20人　回数：1
回　女性参加数：延べ15/40人
医療・介護連携推進協議会　女性委員：6/12人 回
数：3回　女性参加数：延べ18/36人
生活支援・介護予防サービス提供主体等協議体　女性
委員：6人/14人　回数：4回　女性参加数：延べ
22/84人

A B B
今後も各種委員会への女性の
登用を進めていく。

障害福祉課

障害福祉課が所管する4委員会にて、積極的に女性の
登用を図っている。清瀬市地域自立支援協議会15人
中4人、清瀬市子どもの発達支援・交流センター運営
協議会9人中3人、清瀬市障害者福祉センター運営委
員会11人中6人、清瀬市障害支援区分認定審査会10
人中6人が女性である。

なお、身体・知的障害者相談員に関しては、2人とも

A B A
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所管課 施策内容　 事  業 理解度 評価 前回 理由 今後に向けて

所管課 施策内容　 事  業 理解度 評価 前回 理由 今後に向けて

　男女平等推進プラン　進捗状況調査結果　　【目標３ -課題３】

                   施　　策　 2 地域活動における男女共同参画の推進

男女共同参画
センター

１市民活動の中で
の男女共同参画の
視点の普及

出前講座（12月16日グリーンタウン管理組合主催
26名「防災と男女共同参画」）を実施。

清瀬ソーシャルネットワークラボ（2月18日開催、
13名参加）を開催して連携を深めた。

A B A

清瀬ソーシャル
ネットワークラボ
は地方創生推進交
付金事業の一環。

3 あらゆる分野における男女平等参画の推進

                   課　　題　 3 政策・方針決定過程への男女共同参画の推進

　男女平等推進プラン　進捗状況調査結果　　【目標3 -課題3】

引き続き、運営委員会におい
て有効的な施設運営を検討し
推進していく。

                   目　　標

               【プランの理解度】　　　　　　　 A…プランの趣旨を理解している　　B…プランの趣旨と当事業の関連性が、よく理解できなかった

               【前回までの評価（自己評価）】　 A…進んでいる　　B…やや進んでいる　　C…進んでいない

               【今回の評価（自己評価）】　　　 A…十分な取組みができた　　B…ある程度の取組みができた　　C…ほとんど取り組めなかった　　Ｄ…取り組めなかった
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C

参加人数は少な
かったが、参加者
の男女比や年齢比
のバランスが取れ
ており、それぞれ
のテーマについて
活発な議論が交わ
された。

次年度も3回ワークショップ
を開催する。
「緑や自然を生かした取り組
みを考えよう」「まちのにぎ
わいづくりを考えよう」とい
う内容でまち歩きを行うこと
で、実際にまちの状況を知
り、最終回ではプロジェクト
づくりを行う予定である。
取り組みの中でつくられたプ

２男女別統計によ
る共同参画の実態
把握

３まちづくりにお
ける男女共同参画
と人権の配慮

               【プランの理解度】　　　　　　　 A…プランの趣旨を理解している　　B…プランの趣旨と当事業の関連性が、よく理解できなかった

               【前回までの評価（自己評価）】　 A…進んでいる　　B…やや進んでいる　　C…進んでいない

               【今回の評価（自己評価）】　　　 A…十分な取組みができた　　B…ある程度の取組みができた　　C…ほとんど取り組めなかった　　Ｄ…取り組めなかった

まちづくり課 A A

出前講座の実施他、広く市民
活動に連携して事業等に関し
て男女共同参画の視点を考え
て行きたい。

企画課
２公共施設におけ
る男女共同参画と
人権の配慮

きよせボランティア・市民活動センターにおいて「き
よせボランティア・市民活動センター運営委員会」を
設置している。知識経験者やＮＰＯボランティア団体
関係者など様々な立場の方で構成されている。（11
名）

A A

                   目　　標 3 あらゆる分野における男女平等参画の推進

                   課　　題　 3 政策・方針決定過程への男女共同参画の推進

                   施　　策　 1 市政への男女共同参画の推進

企画課

２年に１度、まちづくり委員会が法律、条令、要綱、
規則に定めがある委員会・審議会等の附属機関の状況
調査を行い、委員内における女性数、公募委員におけ
る女性数及び委員長の性別を把握している。

A B A 引き続き調査実施予定

都市計画マスタープランの改定を進める中で、「清瀬
市のまちのいいところ、課題について考えよう！」
「清瀬市のまちの将来のあり方について考えよう！」
「まちづくりの取組について考えよう！」という内容
で、市民ワークショップを3回開催した。
参加者：第1回　10名、第2回　9名、第3回　9名



所管課 施策内容　 事  業 理解度 評価 前回 理由 今後に向けて

A B B防災防犯課

【避難所運営での女性参画】
　平成30年度水防訓練、防災訓練において実施され
た避難所運営訓練内で、積極的な女性の避難所運営へ
の参画を促すため、各居住組最低一人の女性居住組長
もしくは副組長の選出を義務付け、避難所内での女性
の意見を吸い上げやすい環境を作ることの重要性を啓
発した。両訓練参加人数　水防訓練：600人　防災
訓練：300人

【東京くらし防災の普及啓発】
　東京都より発行された「東京くらし防災」は女性の
視点を多く取り入れた冊子となっているが、各種講
座、訓練時に積極的な広報を行い、周知啓発に努め
た。

上記の取り組みを引き続き実
施していく。

               【今回の評価（自己評価）】　　　 A…十分な取組みができた　　B…ある程度の取組みができた　　C…ほとんど取り組めなかった　　Ｄ…取り組めなかった

　男女平等推進プラン　進捗状況調査結果　　【目標3 -課題3】

                   施　　策　 3 防災における男女共同参画の推進

男女共同参画
センター

１防災における男
女共同参画の学
習・啓発の推進

「清瀬みんなの防災ネット」
平成29年度に実施した、沿線3市男女共同参画連携
事業の防災連続講座卒業生による、情報交換、地域活
動報告の場として、平成30年3月から毎月1回防災学
習会を開催。避難所運営協議会委員、民生委員など、
地域で防災に関わる人たちの更なる連携を目指してい
る。

【NWECフォーラム報告と意見交換】
　防災・減災に取り組む女性を育てる　―仙台・東
京・福岡の実践から―にて当市からは今中真琴氏、丹
後忍氏の2名が登壇（みんなの防災ネットメン
バー）。3市連携事業の報告と意見交換を行った。
（8月31日、コーディネーター宗方恵美子氏、参加
者100名）

「防災講座」
平成31年2月19日、アミューホールにて「大規模災
害！大切な家族の命をどう守る？」～暮らしの中で取
り組む防災対策～の講座を実施。講師は『東京くらし
防災』編集・検討委員会委員の国崎信江氏。参加者
84名。

A B

地域で実践的な防
災の取り組みをす
るには、女性や多
様な視点が必要不
可欠である。沿線
3市男女共同参画
連携事業の「防災
と男女共同参画」
の連続講座では、
女性防災リーダー
を養成するための
効果的な方法を研
究することがで
き、男女共同参画
センターが「防
災」を取り上げた
意義があった。

今後も継続して取
り組みを進めるた
め、平成30年度
は定期的な学習会
を実施し、少しず
つではあるが、地

市内の各避難所運営協議会が
横につながることができるよ
うに、東京都が実施する「東
京防災学習セミナー」に、
「清瀬みんなの防災ネット」
として受講申し込みをするこ
とを提案。各避難所運営協議
会のメンバーに参加してもら
い、顔の見える関係作りをサ
ポートしていく。

引き続き、学習会や防災講座
を実施し、女性や障害者な
ど、いろいろな立場の人が防
災リーダーになることの重要
性を周知し、有事にはだれも
が対等な立場で話し合える環
境作りを推奨していく。

                   課　　題　 3 政策・方針決定過程への男女共同参画の推進

                   目　　標 3 あらゆる分野における男女平等参画の推進

２防災対策におけ
る女性の参画推進

防災防犯課

【避難所運営協議会】
　平成３０年度の清瀬市総合防災訓練において避難所
運営訓練を実施した。その訓練のために、避難所運営
協議会にて構成や準備等を行ったが、その中で女性が
サブリーダーとして、中学生ボランティアの役割等や
取りまとめ、また女性ならではの視点を取り入れるな
ど、男女参画による避難所運営についての検討に配意
した。
　　防災訓練参加者：300人

A B

防災会議委員については、充
て職の関係で女性比率が下が
る可能性があるため、必要に
応じてメンバーを再考してい
く。

３防災活動を担う
女性の登用とリー
ダーシップの育成

               【プランの理解度】　　　　　　　 A…プランの趣旨を理解している　　B…プランの趣旨と当事業の関連性が、よく理解できなかった

               【前回までの評価（自己評価）】　 A…進んでいる　　B…やや進んでいる　　C…進んでいない

43



所管課 施策内容　 事  業 理解度 評価 前回 理由 今後に向けて

　男女平等推進プラン　進捗状況調査結果　　【目標3 -課題3】

                   目　　標 3 あらゆる分野における男女平等参画の推進

                   課　　題　 3 政策・方針決定過程への男女共同参画の推進

                   施　　策　 3 防災における男女共同参画の推進

地域包括ケア
推進課

避難行動要支援者、要配慮者等、災害時にぜい弱な立
場の人々への支援を進める為、個別避難計画策定を推
進するための災害時の安否確認を含む支援の充実に向
けた検討を庁内で実施した。

A B B

避難行動要支援者
に向けた検討を開
始することが出来
た。平成31年度
中に避難行動要支
援者の情報事前提
供のルールを策定

避難行動要支援者への支援は
災害時になってから行うので
はなく、平時から避難行動要
支援者の状況を把握している
ことが、災害時に迅速な支援
につながる。
今後、自主防災組織、ケアマ

４災害時要援護者
対策の充実

教育総務課

【事業名】平成30年度学校・家庭・地域連携協力推
進事業（地域ぐるみの学校安
　　　　　　全体制整備推進事業）
【回数】スクールガードリーダーによるスクールガー
ド養成講習会（９回）
【参加人数】139名
【予算】スクールガードリーダー報酬（予算
144,000円）

【事業名】子どもSOS
【平成30年度参加世帯】48世帯

A B
３防災活動を担う
女性の登用とリー
ダーシップの育成

               【今回の評価（自己評価）】　　　 A…十分な取組みができた　　B…ある程度の取組みができた　　C…ほとんど取り組めなかった　　Ｄ…取り組めなかった

               【プランの理解度】　　　　　　　 A…プランの趣旨を理解している　　B…プランの趣旨と当事業の関連性が、よく理解できなかった

               【前回までの評価（自己評価）】　 A…進んでいる　　B…やや進んでいる　　C…進んでいない
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地域ぐるみの学校
安全体制の整備事
業は、学校に通う
児童・生徒への見
守りを担うスクー
ルガードを養成す
る事業である。養
成対象者として参
加するうちの大部
分が保護者である
ことから、結果と
して女性の参画割
合が大変多くなっ
ている。そのス
クールガードを養
成するスクール
ガードリーダーに
ついては、例年、

現状として、参加者のほとん
どが保護者であり、地域ぐる
みでの参画までには至ってい
ない。このことについては、
各学校での立ち上げが進んで
いる学校支援本部の体制が本
格化していくことで、その名
の通りの、地域ぐるみの活動
の実現につながるものと考え
ている。



所管課 施策内容　 事  業 理解度 評価 前回 理由 今後に向けて

A B

社会的な関心の高
いテーマを取り上
げたことで、市民
からの高評価が
あった。

今後も必要と思われる情報は
届くように啓発、情報提供を
継続する。

　男女平等推進プラン　進捗状況調査結果　　【目標3 -課題3】

                   施　　策　 4 国際化・国際的な動向の把握

                   目　　標 3 あらゆる分野における男女平等参画の推進

                   課　　題　 3 政策・方針決定過程への男女共同参画の推進

               【プランの理解度】　　　　　　　 A…プランの趣旨を理解している　　B…プランの趣旨と当事業の関連性が、よく理解できなかった

               【前回までの評価（自己評価）】　 A…進んでいる　　B…やや進んでいる　　C…進んでいない

               【今回の評価（自己評価）】　　　 A…十分な取組みができた　　B…ある程度の取組みができた　　C…ほとんど取り組めなかった　　Ｄ…取り組めなかった
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市民課
日次処理の際に、男女別・年齢別・町庁別の外国人人
口・国籍別を出力し、各部署が行う事業の基礎資料と
した。

A B B
引き続き市内外国人人口の出
力を通し、その把握に努め
る。

企画課

男女共同参画
センター

１国際的な男女平
等に関する動向や
情報の収集、提供

アイレックまつりで映画「わたしはマララ」の上映を
行い、アフタ―トークとして「国境なき医師団」の活
動と途上国の女の子の現状を学んだ。（10月7日実
施、166名参加）
　
Msスクエア93号では仕事における女性活躍の動向と
して「LEAN IN」、政治分野における女性活躍推進
法の照会に合わせて世界の女性議員ランキングや「ク
オーター制」の紹介、仏・ネパールの動きの紹介をお
こなった。

Msスクエア94号ではセクハラ・性暴力に抗議する世
界的な＃Metoo運動や性的同意の動向について紹介
した。
　

A

２外国籍住民の実
態把握



所管課 施策内容　 事  業 理解度 評価 前回 理由 今後に向けて

所管課 施策内容　 事  業 理解度 評価 前回 理由 今後に向けて

　男女平等推進プラン　進捗状況調査結果　　【目標４ -課題１】

　男女平等推進プラン　進捗状況調査結果　　【目標４ -課題１】

文書法制課 特になし A C

               【プランの理解度】　　　　　　　 A…プランの趣旨を理解している　　B…プランの趣旨と当事業の関連性が、よく理解できなかった

               【前回までの評価（自己評価）】　 A…進んでいる　　B…やや進んでいる　　C…進んでいない

               【今回の評価（自己評価）】　　　 A…十分な取組みができた　　B…ある程度の取組みができた　　C…ほとんど取り組めなかった　　Ｄ…取り組めなかった
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                   課　　題　 1 庁内推進体制の充実と強化

                   施　　策　 2 庁内推進体制の充実

図書館所蔵の資料の中で、気
軽に最新の情報を得られるこ
とから雑誌の人気は非常に高
い。今後も雑誌については、
男女の利用頻度を考慮したう
えで収集に努めていく。

まちづくり課

都市計画マスタープランの見直しに関する市民アン
ケートを実施した。

調査対象：市内在住の満18歳以上の男女
配布数　 ：2,197人（清瀬市住民基本台帳から無作
為抽出）
調査期間：平成30年9月6日～10月8日
回収数　 ：599票（回収率27.3％）
男女比　 ：男性40.4％、女性58.9％、無回答
0.7％）

A A B

アンケートを実施
したことで、今後
のまちづくりに対
する市民の意向を
把握することがで
きた。

アンケート結果を踏まえ、マ
スタープランの改定を行う。

図書館
図書館資料の女性向け雑誌の比率を利用頻度を参考に
購入検討している。購入雑誌138タイトル中37タイ
トルが女性向け雑誌。比率は27％。

A B B

２男女別統計によ
る住民ニーズの把

握

B

各官公庁、民間団
体から提供された
資料、各種統計調
査報告書及び庁内
各課がまとめた資
料を収録した統計
書を作成してい
る。

今後も統計書を作成し、広く
情報提供していく。

例年まで進捗状況
調査を行っていた
が、男女平等推進
委員会に第三者評
価まで受けたのは
本年が初めての取
り組み。

各会議体との連携、第三者評
価を継続していくことで推進
体制の強化及び充実につなげ
たい。

男女共同参画
センター

講座のアンケート、コワーキングスペースに関する
WEB調査等男女別で実施した。

A B

調査の必要がある時は男女の
統計の必要性を説明してなる
べく他課にも実施してもら
う。

１推進体制の強化
及び充実

男女共同参画
センター

「配偶者等からの暴力対策連絡協議会」を年2回（6
月19日、1月29日）開催。警察、児童相談所、医師
会と庁内所管課との連携を図った。

「男女共同参画センター運営委員会」に置いては企画
部長、子ども家庭部長の参加を得て情報提供等行って
いる。
　
平成28、29年度の2ヵ年分の進捗状況調査を行い、
男女平等推進委員会に報告し第三者評価を受けた。

A A A

               【プランの理解度】　　　　　　　 A…プランの趣旨を理解している　　B…プランの趣旨と当事業の関連性が、よく理解できなかった

               【前回までの評価（自己評価）】　 A…進んでいる　　B…やや進んでいる　　C…進んでいない

               【今回の評価（自己評価）】　　　 A…十分な取組みができた　　B…ある程度の取組みができた　　C…ほとんど取り組めなかった　　Ｄ…取り組めなかった

                   目　　標

                   目　　標 4 プランの積極的な推進

                   課　　題　 1 庁内推進体制の充実と強化

三年間という交付金のスパン
である程度の結実を見れるよ
うに、また、次の事業につな
がるように考えながら推進を
行いたい。

                   施　　策　 1 国や都との連携強化

男女共同参画
センター

１国や都との連携

本年度より地方創生推進交付金を得て、「子育てしや
すいまち清瀬」で女性が輝く働く場活性化事業」を
行っている。

女性起業活性化、社会課題解決型社会起業の支援強
化、女性の多様な働き方の支援を三本の柱に男女共同
参画を推進する。

A A

4 プランの積極的な推進



所管課 施策内容　 事  業 理解度 評価 前回 理由 今後に向けて

国民健康保険・後
期高齢者医療保
険・年金制度は、
いずれも法令によ
り根拠づけされて
おり、市独自の判
断により展開でき
る施策ではないこ
とから、男女平等
推進プランに掲げ
る対象となる事業
が存在しない。

国民健康保険・後期高齢者医
療保険・年金制度は、いずれ
も法令により根拠づけされて
おり、市独自の判断により展
開できる施策ではないことか
ら、男女平等推進プランに掲
げる対象となる事業が存在し
ない。

無し

（国民健康保険・後期高齢者医療保険・年金制度は、
いずれも法令により根拠づけされており、市独自の判
断により展開できる施策ではないことから、男女平等
推進プランに掲げる対象となる事業が存在しない。）

今後も継続して、男女平等意
識徹底のための研修等を実施
していく。

３男女共同参画研
修の充実

職員課

A Ｄ

東京都市町村職員研修所主催の「男女共同参画研修
（2回　4人）」及び庁内研修にて新任職員を対象に
「男女共同参画研修（1回　22人）を実施し、男女
平等意識の理解徹底に努めている。

A B B
男女共同に対する
理解は浸透してい
ると考えている。

               【プランの理解度】　　　　　　　 A…プランの趣旨を理解している　　B…プランの趣旨と当事業の関連性が、よく理解できなかった

               【前回までの評価（自己評価）】　 A…進んでいる　　B…やや進んでいる　　C…進んでいない

               【今回の評価（自己評価）】　　　 A…十分な取組みができた　　B…ある程度の取組みができた　　C…ほとんど取り組めなかった　　Ｄ…取り組めなかった
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C

毎年度内容の違っ
た特別展を開催す
る中で、来場者ア
ンケートの回答率
から女性の方が約
70％を占めてお
り、その内容の
90％近くが両特
別展を満足したと
の結果であった。

文化的思考や興味は男性より
も女性の方が高く、博物館事
業の参加率も女性の方が多い
ため今後も女性が気軽に参加
できる事業の実施を行ってい
く。

地域包括ケア
推進課

介護予防事業の参加者数について、男女別統計を実施 A B
今後も男女別統計の実施を継
続する。

２男女別統計によ
る住民ニーズの把

握

保険年金課

郷土博物館

特別展「清瀬の富士講展」会期8/11～9/2・入場者
数737人・当初予算715千円
特別展「渡辺うめ人形展」会期2/2～2/24・入場者
数1751人・当初予算505千円

A B

情報政策課 調査・統計を実施していない。
庁内、庁外いずれも情報政策
課が主体で調査やアンケート
を実施することはない。

                   施　　策　 2 庁内推進体制の充実

　男女平等推進プラン　進捗状況調査結果　　【目標４ -課題１】

                   目　　標 4 プランの積極的な推進

                   課　　題　 1 庁内推進体制の充実と強化



所管課 施策内容　 事  業 理解度 評価 前回 理由 今後に向けて

例年まで進捗状況
調査を行っていた
が、男女平等推進
委員会に第三者評
価まで受けたのは
本年が初めての取
り組み。

例年まで進捗状況
調査を行っていた
が、男女平等推進
委員会に第三者評
価まで受けたのは
本年が初めての取
り組み。

例年まで進捗状況
調査を行っていた
が、男女平等推進
委員会に第三者評
価まで受けたのは
本年が初めての取
り組み。

               【プランの理解度】　　　　　　　 A…プランの趣旨を理解している　　B…プランの趣旨と当事業の関連性が、よく理解できなかった

               【前回までの評価（自己評価）】　 A…進んでいる　　B…やや進んでいる　　C…進んでいない

               【今回の評価（自己評価）】　　　 A…十分な取組みができた　　B…ある程度の取組みができた　　C…ほとんど取り組めなかった　　Ｄ…取り組めなかった

プランの進捗管理と改善

男女共同参画
センター

１男女平等推進プ
ランの推進

登録団体平成28、29年度の2ヵ年分の進捗状況調査
を行い、男女平等推進委員会に報告し第三者評価を受
けた。

A B A

                   課　　題　 1

                   目　　標 4 プランの積極的な推進

　男女平等推進プラン　進捗状況調査結果　　【目標４ -課題１】

各課と報告、提言のサイクル
作りを模索してプランの推進
を行う。成果目標値について
は実施事業のなかで実現でき
る部分は各年で努力したうえ
で、意識調査など中期的な成
果につなげていきたい。

３プランの目標実
現に向けた進捗管
理

男女共同参画
センター

成果目標値を含めた平成28、29年度の2ヵ年分の進
捗状況調査を行い、男女平等推進委員会に報告し第三
者評価を受けた。

A B

調査から提言に至るまで庁内
推進体制のＰＤＣＡがまわる
ようにルーチンワーク化を目
指したい

男女共同参画
センター

平成28、29年度の2ヵ年分の進捗状況調査を行い、
男女平等推進委員会に報告し第三者評価を受けた。

A A C

男女平等推進プランの推進に
寄与できるように評価方法、
時期についても議論を深めた
い。

２男女平等推進委
員会におけるプラ
ンの進捗状況の点
検と評価の実施

庁内推進体制の充実と強化

                   施　　策　 3
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所管課 施策内容　 事  業 理解度 評価 前回 理由 今後に向けて

　男女平等推進プラン　進捗状況調査結果　　【目標４ -課題２】

推進機能のなかでも苦情処理
機能の積極的な周知、啓発を
進める。

男女共同参画
センター

４男女共同参画に
おける連携強化

男女共同参画政策担当課長会、係長会等をはじめ他自
治体との情報交換、連携、サポーター、登録団体、清
瀬ソーシャルネットワークラボ等との連携を通じて事
業強化を図った。

A A A

清瀬ソーシャル
ネットワークラボ
は地方創生推進交
付金事業の一環。

男女共同参画の発信拠点とし
てのミッションを自覚し、さ
らなる平等の推進と様々な交
流等を通じて連携を図ってい
く。

本年度から始まっ
た地方創生推進交
付金事業は「子育
てしやすいまち清
瀬」で女性が輝く
働く場活性化事業
として女性起業活
性化、社会課題解
決型社会起業の支
援強化、女性の多
様な働き方の支援
を三本の柱に男女
共同参画を推進す
る。

男女共同参画の発信拠点とし
てのミッションを自覚し、さ
らなる平等の推進と様々な交
流等を図っていく。

男女共同参画
センター

３苦情処理の充実

               【今回の評価（自己評価）】　　　 A…十分な取組みができた　　B…ある程度の取組みができた　　C…ほとんど取り組めなかった　　Ｄ…取り組めなかった
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男女共同参画
センター

実施なし。 A D A

プラン策定時の資
料として取り組み
を行うが毎年行う
必要性を説明でき
なかった。

必要性を考えながら総合的あ
るいは特定分野における調査
を実施に向け検討する。

１男女平等に関す
る意識・実態調査
の実施

男女共同参画
センター

２男女共同参画セ
ンター事業の充実

男女共同参画を中心にした講座開催、（図書、イベン
ト等）情報提供事業、各種相談事業、男女共同参画セ
ンター運営委員会、男女平等推進委員会、配偶者等か
らの暴力対策協議会の３つの会議体、女性広報誌
（Ms.スクエア、年２回発行）、地方創生推進交付金
事業等、男女平等推進を目的にした事業を展開した。

A A B

                   目　　標 4 プランの積極的な推進

                   課　　題　 2 男女共同参画の推進基盤の強化

               【前回までの評価（自己評価）】　 A…進んでいる　　B…やや進んでいる　　C…進んでいない

               【プランの理解度】　　　　　　　 A…プランの趣旨を理解している　　B…プランの趣旨と当事業の関連性が、よく理解できなかった

男女共同参画センター事業の充実

苦情処理件数　0件 A B

                   施　　策　 1


